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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  式（Ｉ）の末端基を有するポリマー：
【化１】

（式中、
Ｒ１ａは炭素数１～１２の一価ヒドロカルビルラジカルであり、
Ｒ１ｂは水素原子、若しくは炭素数１～１２の一価ヒドロカルビルラジカルであり、
Ｒ２は水素原子、又は炭素数１～１２であり、任意にエーテル基、エステル基、ニトリル
基、アミノ基若しくはシラン基を含有する一価ヒドロカルビルラジカルであり、
Ｒ３は炭素数１～２０であり、任意に芳香族部分を有し、任意に１つ又は複数のヘテロ原
子を有する直鎖又は分岐アルキレン又はシクロアルキレンラジカルであり、
Ｒ４は炭素数１～８のアルキルラジカルであり、
Ｒ５は炭素数１～１０であり、任意にエーテル基を含有するアルキルラジカルであり、
ｘは０、１又は２である）。
【請求項２】
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  Ｒ１ａがメチルラジカルであり、Ｒ１ｂが水素原子であることを特徴とする、請求項１
に記載のポリマー。
【請求項３】
  Ｒ２が水素原子又はアルキルラジカル又はシクロアルキルラジカル又はアルコキシシリ
ルアルキルラジカルであることを特徴とする、請求項１又は２に記載のポリマー。
【請求項４】
  Ｒ３が１，３－プロピレン、２－メチル－１，３－プロピレン、１，４－ブチレン、３
－メチル－１，４－ブチレン及び３，３－ジメチル－１，４－ブチレンからなる群から選
択されることを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載のポリマー。
【請求項５】
  Ｒ５がメチルラジカル又はエチルラジカルであることを特徴とする、請求項１～４のい
ずれか一項に記載のポリマー。
【請求項６】
  ｘが１又は０、特に０であることを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載の
ポリマー。
【請求項７】
  前記式（Ｉ）の末端基に基づく１～４の範囲の官能価を有する、請求項１～６のいずれ
か一項に記載のポリマー。
【請求項８】
  １０００ｇ／ｍｏｌ～３００００ｇ／ｍｏｌの範囲の数平均分子量（Ｍｎ）を有する、
請求項１～７のいずれか一項に記載のポリマー。
【請求項９】
  ２３℃で液体であり、ポリオキシアルキレン単位を有する、請求項１～８のいずれか一
項に記載のポリマー。
【請求項１０】
  ２３℃で固体であり、ポリエステル単位及び／又はポリカーボネート単位を有する、請
求項１～８のいずれか一項に記載のポリマー。
【請求項１１】
  少なくとも１種のポリオールと、
  少なくとも１種のジイソシアネートと、
  少なくとも１種の式（ＩＩ）のラクチド又は少なくとも１種の式（ＩＩＩ）のヒドロキ
シエステルと、
  少なくとも１種の式（ＩＶ）のアミノシランと、
を互いに反応させることを含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載のポリマーを作製
する方法：
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【化２】

（式中、
ｍは１～１００の整数であり、
Ｒ６は炭素数１～１２の一価ヒドロカルビルラジカルである）。
【請求項１２】
  式（Ｖ）のヒドロキシシランを中間体として行われる、請求項１１に記載の方法：

【化３】

【請求項１３】
  前記式（Ｖ）のヒドロキシシランが前記式（ＩＩ）のラクチドを用いて調製されること
を特徴とする、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
  少なくとも１種の更なる構成要素を含む硬化性組成物の構成要素としての請求項１～１
０のいずれか一項に記載のポリマーの使用。
【請求項１５】
  前記硬化性組成物が、室温で塗布可能な湿気硬化型組成物又はシラン基を含有するホッ
トメルト接着剤であることを特徴とする、請求項１４に記載の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はシラン基を含有するポリマー、並びに特に建造物及び工業製品の接合、シーリ
ング及び塗工に使用可能な湿気硬化型組成物の構成要素としてのその使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　「シラン官能性ポリマー」又は「シラン変性ポリマー」（Silane-Modified Polymers；
ＳＭＰ）又は「シラン末端ポリマー」（Silane-Terminated Polymers；ＳＴＰ）とも称さ
れるシラン基を含有するポリマーは、以前から特に建設業及び製造業における弾性接着剤
、シーラント及びコーティング剤として利用される湿気硬化型組成物中にバインダー（bi
nder：結合剤）系として首尾よく使用されている。
【０００３】
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　広く利用可能な原材料に由来し、ひいては商業的に魅力のあるシラン基を含有するポリ
マーを得る容易に実行可能な経路は、アミノシランとイソシアネート基を含有するポリウ
レタンポリマーとの反応によって行われ、シラン基は最終的に尿素基を介してポリマーに
結合する。しかしながら、このようにして入手可能なシラン基を含有するポリマーは、良
好な加工性を有する組成物の配合をより困難なものにする高い粘度を有するか、又は硬化
後の熱安定性が限られる。
【０００４】
　粘度及び熱安定性に関して関心の持たれる特性は、シラン基が尿素基ではなくウレタン
基を介してポリマーに結合したシラン基を含有するポリマーに保有される。かかるシラン
基を含有するポリマーは、ポリオールとイソシアナトシランとの反応生成物として知られ
ている。しかしながら、この経路はイソシアナトシランが高価であり、保存性が低く、毒
性が高いため関心が限られている。
【０００５】
　より魅力的な代替手段は、イソシアネート基を含有するポリウレタンポリマーとヒドロ
キシシランとの反応であり得る。しかしながら、従来技術では僅かなヒドロキシシランし
か開示されていない。その取扱いはヒドロキシル基とシラン基との急速な反応に起因して
自己縮合する傾向のために複雑であり、したがってヒドロキシシランは純度が極めて低く
及び／又は低い保存安定性を有することが多い。
【０００６】
　特許文献１はヒドロキシカルバモイルシランを開示している。しかしながら、記載のヒ
ドロキシシランは、純度が過度に低いことからシラン官能性ポリマーの調製に関する実際
の関心は持たれておらず、そのヒドロキシル基の反応性はあまり高くない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】米国特許第５，５８７，５０２号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、本発明の目的は低い粘度を有し、湿気によって急速に架橋し、硬化して弾
性の非粘着性材料をもたらす湿気硬化型組成物中のバインダーとして好適であるシラン基
を含有するポリマーを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　驚くべきことに、この目的が請求項１に記載のポリマーによって達成されることが見出
されている。このポリマーは低い粘度及び優れた保存安定性を有し、湿気によって驚くほ
ど急速に硬化して、良好な強度及び伸展性を有する弾性材料をもたらす。このポリマーは
、単純なプロセスにおいて商業的入手性の良好な原材料から高純度で調製可能である。
【００１０】
　本発明の更なる態様は、更なる独立項の主題である。本発明の特に好ましい実施形態は
、従属項の主題である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明は、式（Ｉ）の末端基を有するポリマー：
【化１】
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（式中、
Ｒ１ａ及びＲ１ｂは各々独立して水素原子、若しくは炭素数１～１２の一価ヒドロカルビ
ルラジカルであるか、又は結合して炭素数２～６のアルキレンラジカルとなり、
Ｒ２は水素原子、又は炭素数１～１２であり、任意にエーテル基、エステル基、ニトリル
基、アミノ基若しくはシラン基を含有する一価ヒドロカルビルラジカルであり、
Ｒ３は炭素数１～２０であり、任意に芳香族部分を有し、任意に１つ又は複数のヘテロ原
子、特に窒素原子を有する直鎖又は分岐アルキレン又はシクロアルキレンラジカルであり
、
Ｒ４は炭素数１～８のアルキルラジカルであり、
Ｒ５は炭素数１～１０であり、任意にエーテル基を含有するアルキルラジカルであり、
ｘは０、１又は２である）を提供する。
【００１２】
　本明細書において、「アルコキシシラン基」又は略して「シラン基」という用語は、有
機ラジカルに結合し、ケイ素原子上に１つ～３つ、特に２つ又は３つの加水分解性アルコ
キシラジカルを有するシリル基を指す。
【００１３】
　これに対応して、「アルコキシシラン」又は略して「シラン」という用語は、少なくと
も１つのシラン基を有する有機化合物を指す。「ヒドロキシシラン」、「イソシアナトシ
ラン」、「アミノシラン」及び「メルカプトシラン」はそれぞれ、有機ラジカル上にシラ
ン基に加えて１つ又は複数のヒドロキシル基、イソシアナト基、アミノ基及びメルカプト
基を有するシランを指す。
【００１４】
　ポリオール又はポリイソシアネート等の「ポリ」で始まる物質名は、１つの分子当たり
それらの名称にある官能基を２以上形式的に含有する物質を指す。
【００１５】
　「ポリウレタンポリマー」という用語は、いわゆるジイソシアネート重付加プロセスに
よって調製される全てのポリマーを指す。「ポリウレタンポリマー」という用語は、ポリ
オールと、過剰なポリイソシアネートとの反応によって入手可能なイソシアネート基を有
するポリウレタンポリマーも包含し、これらのポリウレタンポリマーはポリイソシアネー
ト自体であり、プレポリマーと呼ばれることも多い。
【００１６】
　本明細書では、「分子量」は、分子のモル質量（１モル当たりのグラム数）を指す。「
平均分子量」は、典型的には標準としてのポリスチレンに対してゲル浸透クロマトグラフ
ィー（ＧＰＣ）を用いて求められる、分子のオリゴマー混合物又はポリマー混合物の数平
均Ｍｎを指す。
【００１７】
　本明細書では、式中の点線は各場合において置換基と分子の対応する残部との間の結合
を表す。
【００１８】
　物質又は組成物は好適な容器内で長期間、通例数週間から最大６ヶ月以上にわたって、
その使用にとって関連する程度まで保存に起因するその塗布性又は使用性の任意の変化な
しに室温で維持することができる場合に「保存安定性がある」と称される。
【００１９】
　「室温」は約２３℃の温度を指す。
【００２０】
　Ｒ１ａ及びＲ１ｂが異なる置換基である式（Ｉ）の末端基を有するポリマーは、異性体
的に純粋な形態で又は異性体混合物として存在し得るキラル化合物である。
【００２１】
　式（Ｉ）の末端基はシラン基である。シラン基は湿気と接触して加水分解する特性を有
する。これによりシラノール基（Ｓｉ－ＯＨ基）が形成され、その後の縮合反応によって



(6) JP 6474400 B2 2019.2.27

10

20

30

40

50

シロキサン基（Ｓｉ－Ｏ－Ｓｉ基）が形成される。
【００２２】
　Ｒ１ａもＲ１ｂも例えばｔｅｒｔ－ブチル等の第三級アルキルラジカルではないのが好
ましい。第三級アルキルラジカルは、ポリマーの調製及び熱安定性にとって不利益となり
得る重度の立体障害を引き起こす。
【００２３】
　Ｒ１ａは好ましくは水素原子、又は炭素数１～６であり、第三級炭素原子を介して付着
していない一価ヒドロカルビルラジカル、特に水素、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イ
ソプロピル、ブチル、ｓｅｃ－ブチル、シクロペンチル、シクロヘキシル又はフェニルで
ある。かかるポリマーは非常に良好な調製可能性を有する。
【００２４】
　Ｒ１ａはより好ましくは水素原子、又は炭素数１～６であり、第一級炭素原子を介して
結合した一価ヒドロカルビルラジカル、特に水素、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ブチ
ル又はｓｅｃ－ブチルである。かかるポリマーは特に良好な調製可能性及び良好な機械的
特性を有する。
【００２５】
　Ｒ１ａは特に水素原子又はメチルラジカル、最も好ましくはメチルラジカルである。
【００２６】
　メチルの形態のＲ１ａ置換基は、かかるポリマーが特に良好な入手可能性及び特に良好
な機械的特性を有するという利点を有する。
【００２７】
　水素の形態のＲ１ａ置換基は、かかるポリマーが特に良好な調製可能性を有するという
利点を有する。
【００２８】
　Ｒ１ｂはより好ましくは水素原子又はメチルラジカル、特に水素原子である。
【００２９】
　より好ましくは、Ｒ１ａ及びＲ１ｂは各々独立して水素原子又はメチルラジカルである
。かかるポリマーは容易に入手可能であり、良好な調製可能性及び良好な機械的特性を有
する。
【００３０】
　最も好ましくは、Ｒ１ａはメチルラジカルであり、Ｒ１ｂは水素原子である。かかるポ
リマーは特に良好な入手可能性、特に良好な調製可能性及び特に良好な機械的特性を有す
る。
【００３１】
　Ｒ２は好ましくは水素原子又はアルキルラジカル又はシクロアルキルラジカル又はアル
コキシシリルアルキルラジカルである。かかるポリマーは特に容易に入手可能である。
【００３２】
　Ｒ２はより好ましくは水素原子である。かかるポリマーは特に容易に調製可能である。
【００３３】
　Ｒ３は、炭素数１～６の直鎖又は分岐のアルキレンラジカルであるのが好ましい。
【００３４】
　より好ましくは、Ｒ３ラジカルは１，３－プロピレン、２－メチル－１，３－プロピレ
ン、１，４－ブチレン、３－メチル－１，４－ブチレン及び３，３－ジメチル－１，４－
ブチレンからなる群から選択される。これらの中でも、１，３－プロピレン及び３，３－
ジメチル－１，４－ブチレン、特に１，３－プロピレンが特に選好される。
【００３５】
　かかるポリマーは特に良好な入手可能性を有する。
【００３６】
　Ｒ３ラジカルにおける置換基の位置はケイ素原子から始めてナンバリングされる。
【００３７】
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　Ｒ４は好ましくはメチルラジカルである。
【００３８】
　Ｒ５は好ましくはメチルラジカル又はエチルラジカル、最も好ましくはエチルラジカル
である。
【００３９】
　メトキシシラン基を有するポリマーは、湿気によって特に急速に架橋するという利点を
有する。
【００４０】
　エトキシシラン基を有するポリマーは、特に保存安定性があり、加水分解時に比較的無
毒性のエタノールを放出するという利点を有する。
【００４１】
　ｘは好ましくは０又は１、特に０である。かかるポリマーは特に反応性シラン基を有す
る。
【００４２】
　最も好ましくは、Ｒ１ａはメチルであり、Ｒ１ｂは水素であり、Ｒ２は水素であり、Ｒ
５はエチルであり、ｘは０である。かかるポリマーは硬化後に非常に良好な熱安定性を有
する。
【００４３】
　式（Ｉ）の末端基を有するポリマーは式（Ｉ）の末端基に基づく１～４、より好ましく
は１～３、特に２又は３、最も好ましくは２という範囲の官能価を有するのが好ましい。
かかるポリマーは良好な機械的特性、特に高い伸展性を可能にする。
【００４４】
　式（Ｉ）の末端基を有するポリマーは１０００ｇ／ｍｏｌ～３００００ｇ／ｍｏｌ、好
ましくは２０００ｇ／ｍｏｌ～２５０００ｇ／ｍｏｌ、より好ましくは３０００ｇ／ｍｏ
ｌ～２００００ｇ／ｍｏｌ、特に４０００ｇ／ｍｏｌ～１５０００ｇ／ｍｏｌの範囲の平
均分子量を有するのが好ましい。かかるポリマーは良好な機械的特性を可能にする。
【００４５】
　式（Ｉ）の末端基を有する好ましいポリマーは室温で液体であり、多数のポリオキシア
ルキレン単位、特にポリオキシプロピレン単位を有する。その式（Ｉ）の末端基の大部分
はイソホロンジイソシアネートに由来する脂環式又は芳香族ラジカル、特に脂環式ラジカ
ルに結合する。かかるポリマーは低い粘度を有し、良好な弾性特性を可能にする。このポ
リマーは室温で塗布可能な弾性コーティング剤及び弾性シーラント、及び／又は接着剤の
構成要素として特に好適である。脂環式ラジカルに結合した式（Ｉ）の末端基を有するこ
とで、更に特に保存安定性となる。かかるポリマーはイソシアネート基を含まないのが好
ましい。
【００４６】
　式（Ｉ）の末端基を有する更に好ましいポリマーは多数のポリエステル単位及び／又は
ポリカーボネート単位、特にポリエステル単位を有し、室温で固体である。その式（Ｉ）
の末端基の大部分は、特にジフェニルメタン４，４’－、２，４’－及び／又は２，２’
－ジイソシアネート並びにこれらの異性体の任意の所望の混合物（ＭＤＩ）に由来する脂
環式又は芳香族ラジカル、好ましくは芳香族ラジカルに結合する。かかるポリマーは、ホ
ットメルト接着剤と呼ばれる加熱塗布可能な（hot-applicable）接着剤の構成要素として
特に好適である。かかるポリマーは、式（Ｉ）の末端基に加えてイソシアネート基も含有
し得る。
【００４７】
　本発明は、
　少なくとも１種のポリオールと、
　少なくとも１種のジイソシアネートと、
　少なくとも１種の式（ＩＩ）のラクチド又は少なくとも１種の式（ＩＩＩ）のヒドロキ
シエステルと、
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　少なくとも１種の式（ＩＶ）のアミノシランと、
を反応させることにより、式（Ｉ）の末端基を有するポリマーを作製する方法を更に提供
する。
【化２】

【００４８】
　式（ＩＩ）、（ＩＩＩ）、及び（ＩＶ）において、
ｍは１～１００の整数であり、
Ｒ６は炭素数１～１２の一価ヒドロカルビルラジカルであり、
Ｒ１ａ、Ｒ１ｂ、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びｘは各々既に規定した通りである。
【００４９】
　この方法は、化合物ａ）、ｂ）、ｃ）及びｄ）を異なる順序及び幾つかの工程で反応さ
せ、式（Ｉ）の末端基を有するポリマーを得る様々な実施形態で行うことができる。
【００５０】
　以下でプロセスＶ１とも呼ばれる一実施形態では、第１の工程においてポリオール及び
ジイソシアネートを、イソシアネート基を有するポリウレタンポリマーへと変換する。第
２の工程において、式（ＩＩ）のラクチド又は式（ＩＩＩ）のヒドロキシエステルを式（
ＩＶ）のアミノシランと反応させ、式（Ｖ）のヒドロキシシランを得る。第３の工程にお
いて、イソシアネート基を有するポリウレタンポリマー及び式（Ｖ）のヒドロキシシラン
を、式（Ｉ）の末端基を有するポリマーへと変換する。
【化３】

【００５１】
　式（Ｖ）において、Ｒ１ａ、Ｒ１ｂ、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びｘは各々既に規定し
た通りである。
【００５２】
　以下でプロセスＶ２とも呼ばれる更なる実施形態では、第１の工程においてポリオール
及びジイソシアネートを、イソシアネート基を有するポリウレタンポリマーへと変換する
。このポリウレタンポリマーを、第２の工程においてｍが１である式（ＩＩＩ）のヒドロ
キシエステルと反応させ、式（ＶＩ）のエステル基を有するポリマーを得て、これを第３
の工程において式（ＩＶ）のアミノシランと反応させ、式（Ｉ）の末端基を有するポリマ
ーを得る。
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【化４】

【００５３】
　式（ＶＩ）において、Ｒ１ａ、Ｒ１ｂ及びＲ６は各々既に規定した通りである。
【００５４】
　以下でプロセスＶ３とも呼ばれる更なる実施形態では、第１の工程において式（ＩＩ）
のラクチド又は式（ＩＩＩ）のヒドロキシエステルを式（ＩＶ）のアミノシランと反応さ
せ、式（Ｖ）のヒドロキシシランを得る。式（Ｖ）のヒドロキシシランを第２の工程にお
いてジイソシアネートと反応させ、式（ＶＩＩ）のイソシアナトシランを得て、これを第
３の工程においてポリオールと反応させ、式（Ｉ）の末端基を有するポリマーを得る。

【化５】

【００５５】
　式（ＶＩＩ）において、Ｒ７は炭素数４～１６の二価ヒドロカルビルラジカルであり、
Ｒ１ａ、Ｒ１ｂ、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びｘは各々の既に規定した通りである。
【００５６】
　Ｒ７は１，６－ヘキシレン、２，２，４－及び／又は２，４，４－トリメチル－１，６
－ヘキシレン、１，３－及び／又は１，４－シクロヘキシレン、１，３－及び／又は１，
４－キシリレン、１，３－及び／又は１，４－テトラメチルキシリレン、４，４’－及び
／又は２，４’－置換ジフェニルメタン、２，４－及び／又は２，６－置換トルエン、又
は２つのイソシアネート基を除去したＩＰＤＩ、特に２つのイソシアネート基を除去した
ＩＰＤＩであるのが好ましい。これらのイソシアナトシランは、入手可能性の良好な保存
安定性物質である。
【００５７】
　特に好ましい式（ＶＩＩ）のイソシアナトシランは、１－オキソ－１－（（３－（トリ
エトキシシリル）プロピル）アミノ）－２－プロピル（（５－イソシアナト－１，３，３
－トリメチルシクロヘキシル）メチル）カルバメート；１－オキソ－１－（（３－（トリ
エトキシシリル）プロピル）アミノ）－２－プロピル３，５，５－トリメチル－３－（イ
ソシアナトメチル）－シクロヘキシルカルバメート；１－オキソ－１－（（３－（トリエ
トキシシリル）プロピル）アミノ）－２－プロピル４－メチル－３－イソシアナトフェニ
ルカルバメート；１－オキソ－１－（（３－（トリエトキシシリル）プロピル）アミノ）
－２－プロピル２－メチル－３－イソシアナトフェニルカルバメート；及びトリメトキシ
シリル基を有する対応する化合物又はジメトキシメチルシリル基を有する対応する化合物
からなる群から選択される。
【００５８】
　これらの中でもエトキシシラン基を有する化合物が特に選好される。この化合物は特に
保存安定性であり、毒性学的に有利である。
【００５９】
　これらの中でも脂環式化合物が更に特に選好される。この脂環式化合物は特に保存安定
性である。
【００６０】
　上記の方法の実施形態を以下で詳細に説明する。
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【００６１】
　プロセスＶ１では、第１の工程においてポリオールをジイソシアネートと反応させ、イ
ソシアネート基を有するポリウレタンポリマーを得る。
【００６２】
　この反応は好ましくは５０℃～１６０℃の温度、任意に好適な触媒の存在下で防湿して
行われ、ジイソシアネートをそのイソシアネート基がポリオール中のヒドロキシル基に対
して化学量論的に過剰に存在するように計量添加する。より特には、過剰なポリイソシア
ネートは、得られるポリウレタンポリマーにおいて全てのヒドロキシル基の変換後に、全
ポリマーをベースとして０．１重量％～５重量％、好ましくは０．２重量％～４重量％、
より好ましくは０．３重量％～３重量％という含量の遊離イソシアネート基が残るように
選ばれる。ポリウレタンポリマーは任意に可塑剤を更に使用して調製することができ、こ
の場合に使用する可塑剤はイソシアネートに対して反応性の任意の基を含まない。
【００６３】
　プロセスＶ１では、第２の工程において式（ＩＩ）のラクチド又は式（ＩＩＩ）のヒド
ロキシエステルを式（ＩＶ）のアミノシランと反応させ、式（Ｖ）のヒドロキシシランを
得る。
【００６４】
　式（ＩＩ）のラクチドの場合、この反応は好ましくは１５℃～１２０℃、特に２０℃～
９０℃の範囲の温度で任意に触媒、及び／又はより特にはビニルトリエトキシシラン、テ
トラエトキシシラン、ビニルトリメトキシシラン又は分子篩等の乾燥剤の存在下で防湿し
て行われる。ラクチド１モル当たり約２モルのアミノシランを使用するのが好ましい。よ
り特には、１．８～２．２の範囲のアミノシラン／ラクチド比が用いられる。変換は溶媒
なしに又は好適な溶媒中で達成することができる。反応の後、存在する任意の揮発性化合
物、特に溶媒、未反応の反応物又は放出されたアルコールを蒸留によって反応生成物から
除去することができる。
【００６５】
　式（ＩＩＩ）のヒドロキシエステルの場合、この反応は好ましくは４０℃～１５０℃の
範囲の温度で、任意により特にはビニルトリエトキシシラン、テトラエトキシシラン、ビ
ニルトリメトキシシラン又は分子篩等の乾燥剤の存在下で防湿して行われる。触媒、特に
金属化合物、特にチタン酸塩、スズ酸塩又はアルミン酸塩を使用するのが選好される。好
ましくはヒドロキシエステルのエステル基１つ当たり約１モルの式（ＩＶ）のアミノシラ
ンを使用する。このため、ｍが１である式（ＩＩＩ）のヒドロキシエステルは好ましくは
約１：１のアミノシランとのモル比で使用される。したがって、例えばｍが１０であるポ
リマーヒドロキシエステルは好ましくは約１：１０のアミノシランとのモル比で使用され
る。（０．８～１．２）ｍの範囲のアミノシラン／ヒドロキシエステル比で作業するのが
選好される。変換は溶媒なしに又は好適な溶媒中で達成することができる。反応の後、放
出されるアルコールを存在する任意の更なる揮発性化合物、特に溶媒又は未反応の反応物
と共に反応生成物から蒸留によって除去するのが好ましい。
【００６６】
　式（Ｉ）のヒドロキシシランは、ヒドロキシル基との分子内又は分子間自己縮合による
ものを含むシラン基の加水分解及び／又は縮合による変換生成物を含有し得る。好ましい
式（Ｖ）のヒドロキシシランは、かかる変換生成物を僅かな量でしか含有しない。
【００６７】
　プロセスＶ１では、第３の工程においてイソシアネート基を有するポリウレタンポリマ
ーを式（Ｖ）のヒドロキシシランと反応させ、式（Ｉ）の末端基を有するポリマーを得る
。
【００６８】
　この反応は好ましくは２０℃～１６０℃の範囲の温度で防湿して行われる。任意に触媒
、特に第三級アミン又は金属化合物、特にビスマス（ＩＩＩ）、亜鉛（ＩＩ）、ジルコニ
ウム（ＩＶ）若しくはスズ（ＩＩ）化合物、若しくは有機スズ（ＩＶ）化合物を使用する
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。式（Ｉ）の末端基を有し、イソシアネート基を含まないポリマーが得られるように、式
（Ｖ）のヒドロキシシランをイソシアネート基に対して過化学量論比又は化学量論比で使
用するのが好ましい。より特には１～１．２５の範囲のＯＨ／ＮＣＯ比が用いられる。反
応は、例えばＩＲ分光法を用いて得られるポリマーのイソシアネート含量を測定すること
によって有利にモニタリングされる。
【００６９】
　式（Ｖ）のヒドロキシシランを準化学量論量で使用した場合、得られるポリマーは式（
Ｉ）の末端基だけでなくイソシアネート基を更に含有する。かかるポリマーは０．１～０
．９、より好ましくは０．２～０．８、特に０．３～０．７の範囲のＯＨ／ＮＣＯ比を用
いることによって調製するのが好ましい。得られるポリマーは、モノマージイソシアネー
トの含量が、使用されるイソシアネート基を有するポリウレタンポリマーと比較して明ら
かに低減しており、これは毒性学的理由で有利である。
【００７０】
　プロセスＶ２では、プロセスＶ１の第１の工程と同様にして、第１の工程においてポリ
オール及びジイソシアネートを、イソシアネート基を有するポリウレタンポリマーへと変
換する。
【００７１】
　プロセスＶ２では、第２の工程においてイソシアネート基を有するポリウレタンポリマ
ーを、ｍが１である式（ＩＩＩ）のヒドロキシエステルと反応させ、式（ＶＩ）のエステ
ル基を有するポリマーを得る。この反応は好ましくは２０℃～１６０℃の範囲の温度で、
任意に触媒、特にビスマス（ＩＩＩ）、亜鉛（ＩＩ）、ジルコニウム（ＩＶ）若しくはス
ズ（ＩＩ）化合物、又は有機スズ（ＩＶ）化合物の存在下で防湿して行われる。ヒドロキ
シエステル及びイソシアネート基を有するポリウレタンポリマーは、ヒドロキシル基及び
イソシアネート基をベースとしてほぼ化学量論的な量、特に１～１．２の範囲のＯＨ／Ｎ
ＣＯ比で使用するのが好ましい。
【００７２】
　プロセスＶ２では、第３の工程において式（ＶＩ）のエステル基を有するポリマーを式
（ＩＶ）のアミノシランと反応させ、式（Ｉ）の末端基を有するポリマーを得る。この反
応は好ましくは４０℃～１６０℃の範囲の温度で防湿して行われる。触媒、特に金属化合
物、特にチタン酸塩、スズ酸塩又はアルミン酸塩を使用するのが選好される。式（ＩＶ）
のアミノシランは好ましくは、式（ＶＩ）のエステル基をベースとして化学量論量又は僅
かに過化学量論的な量で使用される。反応の後、放出されるアルコールを存在する任意の
更なる揮発性化合物、特に溶媒又は未変換反応物と共に反応生成物から蒸留によって除去
するのが好ましい。
【００７３】
　プロセスＶ３では、プロセスＶ１の第２の工程と同様にして、第１の工程において式（
ＩＩ）のラクチド又は式（ＩＩＩ）のヒドロキシエステルを式（ＩＶ）のアミノシランと
反応させ、式（Ｖ）のヒドロキシシランを得る。
【００７４】
　プロセスＶ３では、第２の工程において式（Ｖ）のヒドロキシシランをジイソシアネー
トと反応させ、式（ＶＩＩ）のイソシアナトシランを得る。この反応は好ましくは２０℃
～１２０℃の範囲の温度で防湿して行われる。任意に触媒、特に第三級アミン又は金属化
合物、特にビスマス（ＩＩＩ）、亜鉛（ＩＩ）、ジルコニウム（ＩＶ）若しくはスズ（Ｉ
Ｉ）化合物、又は有機スズ（ＩＶ）化合物を使用する。ここで、ジイソシアネート１モル
当たり約１モルのヒドロキシシランを使用するのが選好される。より特には、１．８～２
．２の範囲のＮＣＯ／ＯＨ比が用いられる。
【００７５】
　プロセスＶ３では、第３の工程において式（ＶＩＩ）のイソシアナトシランをポリオー
ルと反応させ、式（Ｉ）の末端基を有するポリマーを得る。この反応は好ましくは５０℃
～１６０℃の範囲の温度で防湿して行われる。任意に触媒、特に第三級アミン又は金属化
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合物、特にビスマス（ＩＩＩ）、亜鉛（ＩＩ）、ジルコニウム（ＩＶ）若しくはスズ（Ｉ
Ｉ）化合物、又は有機スズ（ＩＶ）化合物を使用する。１．８～２．２の範囲のＮＣＯ／
ＯＨ比を用いるのが好ましい。
【００７６】
　式（Ｉ）の末端基を有するポリマーを作製する方法は、式（Ｖ）のヒドロキシシランを
中間体として、すなわちプロセスＶ１又はＶ３に従って行われるのが好ましい。この作製
は特に単純な方法で実行可能であり、特に良好な機械的特性を有する式（Ｉ）の末端基を
有するポリマーを可能にする。
【００７７】
　好ましくは、本明細書において、ヒドロキシシランは、Ｎ－（３－トリエトキシシリル
プロピル）－２－ヒドロキシアセトアミド、Ｎ－（３－トリメトキシシリルプロピル）－
２－ヒドロキシアセトアミド、Ｎ－（３－ジエトキシメチルシリルプロピル）－２－ヒド
ロキシアセトアミド、Ｎ－（３－ジメトキシメチルシリルプロピル）－２－ヒドロキシア
セトアミド、Ｎ－（３－トリエトキシシリルプロピル）－２－ヒドロキシプロパンアミド
、Ｎ－（３－トリメトキシシリルプロピル）－２－ヒドロキシプロパンアミド、Ｎ－（３
－ジエトキシメチルシリルプロピル）－２－ヒドロキシプロパンアミド、Ｎ－（３－ジメ
トキシメチルシリルプロピル）－２－ヒドロキシプロパンアミド、Ｎ－（３－トリエトキ
シシリルプロピル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパンアミド、Ｎ－（３－トリメト
キシシリルプロピル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパンアミド、Ｎ－（３－ジエト
キシメチルシリルプロピル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパンアミド及びＮ－（３
－ジメトキシメチルシリルプロピル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパンアミドから
なる群から選択される。これらのヒドロキシシランは容易に入手可能であり、そのヒドロ
キシル基は非常に高反応性である。
【００７８】
　これらの中でも、トリアルコキシシラン、特にトリエトキシシランが選好される。
【００７９】
　Ｎ－（３－トリメトキシシリルプロピル）－２－ヒドロキシプロパンアミド及びＮ－（
３－トリエトキシシリルプロピル）－２－ヒドロキシプロパンアミドが特に選好される。
【００８０】
　Ｎ－（３－トリエトキシシリルプロピル）－２－ヒドロキシプロパンアミドが最も好ま
しい。Ｎ－（３－トリエトキシシリルプロピル）－２－ヒドロキシプロパンアミドは特に
保存安定性であり、その加水分解時に毒性学的理由で有利なエタノールが放出される。加
えて、Ｎ－（３－トリエトキシシリルプロピル）－２－ヒドロキシプロパンアミドは硬化
後に特に良好な熱安定性を有する式（Ｉ）の末端基を有するポリマーを可能にする。
【００８１】
　式（Ｖ）のヒドロキシシランの調製については、式（ＩＩ）のラクチドを使用するのが
好ましい。この調製により、特に緩和な条件下で高純度のヒドロキシシランが入手可能で
あり、これにより非常に特に良好な機械的特性を有する式（ＩＩ）の末端基を有するポリ
マーが可能となる。
【００８２】
　式（ＩＩ）のラクチドを式（ＩＶ）のアミノシランと反応させ、式（Ｖ）のヒドロキシ
シランを得て、これを続いてポリオールとジイソシアネートとの反応によるイソシアネー
ト基を有するポリウレタンポリマーと反応させる、式（Ｉ）の末端基を有するポリマーを
作製する方法が最も好ましい。
【００８３】
　式（Ｉ）の末端基を有するポリマーを作製する方法では、少なくとも１種のポリオール
が使用される。好適なポリオールは、特に下記の市販のポリオール又はそれらの任意の所
望の混合物である：
　　可能であれば２つ以上の活性な水素原子を有する出発分子、例えば水、アンモニア又
は複数のＯＨ若しくはＮＨ基を有する化合物、例えばエタン－１，２－ジオール、プロパ
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ン－１，２－及び－１，３－ジオール、ネオペンチルグリコール、ジエチレングリコール
、トリエチレングリコール、異性体のジプロピレングリコール及びトリプロピレングリコ
ール、異性体のブタンジオール、ペンタンジオール、ヘキサンジオール、ヘプタンジオー
ル、オクタンジオール、ノナンジオール、デカンジオール、ウンデカンジオール、シクロ
ヘキサン－１，３－及び－１，４－ジメタノール、ビスフェノールＡ、水素化ビスフェノ
ールＡ、１，１，１－トリメチロールエタン、１，１，１－トリメチロールプロパン、グ
リセロール、アニリン並びに上記化合物の混合物の補助により重合させた、エチレンオキ
シド、１，２－プロピレンオキシド、１，２－若しくは２，３－ブチレンオキシド、オキ
セタン、テトラヒドロフラン又はそれらの混合物の重合生成物である、ポリエーテルポリ
オール又はオリゴエーテロール（oligoetherols）とも呼ばれる、ポリオキシアルキレン
ポリオール。例えば、複合金属シアン化物錯体触媒（ＤＭＣ触媒）の補助により調製され
る低不飽和度（ＡＳＴＭ　Ｄ－２８４９－６９に従って計測され、ポリオール１グラム当
たりの不飽和のミリ当量（ｍｅｑ／ｇ）で報告される）のポリオキシアルキレンポリオー
ルが選好される。
【００８４】
　特に好適なものはポリオキシアルキレンジオール又はポリオキシアルキレントリオール
、特にポリオキシエチレンジオール及びトリオール並びにポリオキシプロピレンジオール
及びトリオールである。
【００８５】
　いわゆるエチレンオキシド末端（ＥＯでエンドキャップされた）ポリオキシプロピレン
ポリオールも更に特に好適である。ＥＯでエンドキャップされたポリオキシプロピレンポ
リオールは、例えば、ポリプロポキシ化反応の終了においてポリオキシプロピレンポリオ
ールをエチレンオキシドにより更にアルコキシ化することにより得られ、結果として第一
級ヒドロキシル基を有するポリオキシエチレン－ポリオキシプロピレンコポリオールであ
る。
　　スチレン－アクリロニトリル－又はアクリロニトリル－メタクリル酸メチルグラフト
ポリエーテルポリオール。
　　既知のプロセス、特にヒドロキシカルボン酸の重縮合又は脂肪族及び／又は芳香族ポ
リカルボン酸と二価若しくは多価アルコールとの重縮合により調製されるオリゴエステロ
ールとも呼ばれるポリエステルポリオール。
【００８６】
　特に好適なポリエステルポリオールは、二価又は三価アルコール、特に二価アルコール
、例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロ
ピレングリコール、ネオペンチルグリコール、ブタン－１，４－ジオール、ペンタン－１
，５－ジオール、３－メチルヘキサン－１，５－ジオール、ヘキサン－１，６－ジオール
、オクタン－１，８－ジオール、デカン－１，１０－ジオール、ドデカン－１，１２－ジ
オール、１，１２－ヒドロキシステアリルアルコール、シクロヘキサン－１，４－ジメタ
ノール、二量体脂肪酸ジオール（ダイマージオール（dimer diol））、ネオペンチルグリ
コールヒドロキシピバレート、グリセロール、１，１，１－トリメチロールプロパン又は
上記アルコールの混合物と有機ジ－又はトリカルボン酸、特に、ジカルボン酸又はその無
水物若しくはエステル、例えばコハク酸、グルタル酸、アジピン酸、トリメチルアジピン
酸、スベリン酸、アゼライン酸、セバシン酸、ドデカンジカルボン酸、マレイン酸、フマ
ル酸、ダイマー脂肪酸、フタル酸、無水フタル酸、イソフタル酸、テレフタル酸、テレフ
タル酸ジメチル、ヘキサヒドロフタル酸、トリメリット酸及び無水トリメリット酸、又は
上記酸の混合物とから調製されるもの、並びにまたラクトン、例えば、ε－カプロラクト
ンと、開始分子、例えば上述の二価又は三価のアルコールとから形成されるポリエステル
ポリオールである。
【００８７】
　特に好適なポリエステルポリオールは、ポリエステルジオールである。
　　例えば、上記のポリエステルポリオールを形成するのに用いたアルコールとジアルキ
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ルカーボネート、ジアリールカーボネート又はホスゲンとの反応により入手可能なポリカ
ーボネートポリオール。
　　少なくとも２つのヒドロキシル基を伴い、上記のタイプのポリエーテル、ポリエステ
ル及び／又はポリカーボネートの構造を有する少なくとも２つの異なるブロックを有する
ブロックコポリマー、特にポリエーテルポリエステルポリオール。
　　ポリアクリレートポリオール及びポリメタクリレートポリオール。
　　ポリヒドロキシ官能性油脂、例えば、天然油脂、特にはヒマシ油、又は天然油脂の化
学修飾によって得られるいわゆる油脂化学ポリオール、例えば、不飽和油のエポキシ化及
びカルボン酸若しくはアルコールによる後の開環により得られるエポキシポリエステル若
しくはエポキシポリエーテル、又は不飽和油のヒドロホルミル化及び水素化によって得ら
れるポリオール、又はアルコール分解若しくはオゾン分解等の分解プロセス、及び、例え
ばそのように得られた分解産物若しくはその誘導体のエステル交換又は二量体化による後
の化学結合によって天然油脂から得られるポリオール。天然油脂の好適な分解産物は、特
には、脂肪酸及び脂肪アルコール及びまた脂肪酸エステル、特には、例えば、ヒドロキシ
脂肪酸エステルを与えるヒドロホルミル化及び水素化により誘導体化され得るメチルエス
テル（ＦＡＭＥ）である。
　　オリゴヒドロカルボノール（oligohydrocarbonols）とも呼ばれるポリ炭化水素ポリ
オール、例えばポリヒドロキシ官能性ポリオレフィン、ポリイソブチレン、ポリイソプレ
ン；例えばKraton Polymersによって製造されたポリヒドロキシ官能性エチレン－プロピ
レンコポリマー、エチレン－ブチレンコポリマー又はエチレン－プロピレン－ジエンコポ
リマー；特にアニオン重合によっても調製することができるジエン、特に１，３－ブタジ
エンのポリヒドロキシ官能性ポリマー；ジエン、例えば１，３－ブタジエン又はジエン混
合物と、ビニルモノマー、例えばスチレン、アクリロニトリル、塩化ビニル、酢酸ビニル
、ビニルアルコール、イソブチレン及びイソプレンとのポリヒドロキシ官能性コポリマー
、例えば、ポリヒドロキシ官能性アクリロニトリル／ブタジエンコポリマー、例えばエポ
キシド又はアミノアルコールとカルボキシル末端アクリロニトリル／ブタジエンコポリマ
ーとから生成することができるもの（例えば、Nanoresins AG, Germany又はEmerald Perf
ormance Materials LLC製のヒプロ（Ｈｙｐｒｏ）（登録商標）（旧ハイカー（Ｈｙｃａ
ｒ）（登録商標））ＣＴＢＮ及びＣＴＢＮＸ及びＥＴＢＮの名前で市販されている）；並
びにジエンの水素化ポリヒドロキシ官能性ポリマー又はコポリマー。
【００８８】
　好ましいポリオールはポリオキシアルキレンポリオール、ポリエステルポリオール、ポ
リカーボネートポリオール及びポリアクリレートポリオールである。
【００８９】
　第１に室温で液体のポリオキシプロピレンポリオール及びポリオキシエチレン－ポリオ
キシプロピレンコポリオール、特に１０００ｇ／ｍｏｌ～２００００ｇ／ｍｏｌ、好まし
くは２０００ｇ／ｍｏｌ～２００００ｇ／ｍｏｌの範囲の平均分子量を有するポリオキシ
プロピレンジオールが特に選好される。
【００９０】
　さらに、室温で固体、非晶質又は半結晶性又は結晶性のポリオール、特にポリエステル
ポリオール及びポリカーボネートポリオール、特に１５００ｇ／ｍｏｌ～１５０００ｇ／
ｍｏｌ、好ましくは１５００ｇ／ｍｏｌ～８０００ｇ／ｍｏｌ、特に２０００ｇ／ｍｏｌ
～５５００ｇ／ｍｏｌの範囲の平均分子量を有するポリエステルジオールが特に選好され
る。結晶性又は半結晶性のアジピン酸／ヘキサンジオールポリエステル及びドデカンジカ
ルボン酸／ヘキサンジオールポリエステルが特に好適である。
【００９１】
　式（Ｉ）の末端基を有するポリマーを作製する方法では、少なくとも１種のジイソシア
ネートが使用される。好適なジイソシアネートは特に市販の脂肪族、脂環式、アリール脂
肪族（arylaliphatic）及び芳香族、好ましくは脂環式及び芳香族のジイソシアネートで
ある。
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【００９２】
　好ましいジイソシアネートはヘキサメチレン１，６－ジイソシアネート（ＨＤＩ）、２
，２，４－及び２，４，４－トリメチルヘキサメチレン１，６－ジイソシアネート（ＴＭ
ＤＩ）、シクロヘキサン１，３－及び１，４－ジイソシアネート、並びにこれらの異性体
の任意の所望の混合物、１－イソシアナト－３，３，５－トリメチル－５－イソシアナト
メチルシクロヘキサン（＝イソホロンジイソシアネート又はＩＰＤＩ）、ペルヒドロジフ
ェニルメタン２，４’－及び４，４’－ジイソシアネート（ＨＭＤＩ）、ｍ－及びｐ－キ
シリレンジイソシアネート（ｍ－及びｐ－ＸＤＩ）、ｍ－及びｐ－テトラメチルキシリレ
ン１，３－及び１，４－ジイソシアネート（ｍ－及びｐ－ＴＭＸＤＩ）、トリレン２，４
－及び２，６－ジイソシアネート（ＴＤＩ）、並びにこれらの異性体の任意の所望の混合
物、ジフェニルメタン４，４’－、２，４’－及び２，２’－ジイソシアネート、並びに
これらの異性体の任意の所望の混合物（ＭＤＩ）である。
【００９３】
　より好ましくは、ジイソシアネートはＨＤＩ、ＩＰＤＩ、ＭＤＩ及びＴＤＩからなる群
から選択される。これらのジイソシアネートは特に容易に入手可能である。
【００９４】
　室温で固体のポリオールとの反応については、ＭＤＩが最も好ましい。これにより特に
有利な特性を有するホットメルト接着剤を特に入手可能である。
【００９５】
　室温で液体のポリオール又は式（Ｖ）のヒドロキシシランとの反応については、ＩＰＤ
Ｉ及びＴＤＩが最も好ましい。これにより比較的低粘度の反応生成物が得られる。ＩＰＤ
Ｉが最も好ましい。これにより特に耐光性のポリマーが入手可能である。
【００９６】
　式（Ｉ）の末端基を有するポリマーを作製する方法では、少なくとも１種の式（ＩＩ）
のラクチドを使用することが可能である。
【００９７】
　好適な式（ＩＩ）のラクチドは、特に１，４－ジオキサン－２，５－ジオン（「グリコ
リド」とも呼ばれる２－ヒドロキシ酢酸から形成されるラクチド）、３，６－ジメチル－
１，４－ジオキサン－２，５－ジオン（「ラクチド」とも呼ばれる乳酸から形成されるラ
クチド）及び３，６－ジフェニル－１，４－ジオキサン－２，５－ジオン（マンデル酸か
ら形成されるラクチド）である。これらのラクチドは特に容易に入手可能である。
【００９８】
　１，４－ジオキサン－２，５－ジオン及び３，６－ジメチル－１，４－ジオキサン－２
，５－ジオンが選好される。これらのラクチドから、非常に良好な保存安定性を有し、非
常に反応性のヒドロキシル基を有するヒドロキシシランを入手可能である。
【００９９】
　３，６－ジメチル－１，４－ジオキサン－２，５－ジオンが特に選好される。このラク
チドから、特に良好な保存安定性を有し、非常に反応性のヒドロキシル基を有するヒドロ
キシシランを入手可能である。特に、Ｌ－ラクチド又は（３Ｓ，６Ｓ）－３，６－ジメチ
ル－１，４－ジオキサン－２，５－ジオンとも呼ばれるＬ－乳酸から形成されるラクチド
は特に容易に入手可能であり、再生可能な原材料である。
【０１００】
　式（Ｉ）の末端基を有するポリマーを作製する方法では、少なくとも１種の式（ＩＩＩ
）のヒドロキシエステルを使用することが可能である。
【０１０１】
　好適な式（ＩＩＩ）のヒドロキシエステルは特に２－ヒドロキシ酢酸、２－ヒドロキシ
プロピオン酸（乳酸）、２－ヒドロキシ酪酸、２－ヒドロキシ－２－メチルプロピオン酸
（２－ヒドロキシイソ酪酸）、２－ヒドロキシペンタン酸、２－ヒドロキシ－３－メチル
酪酸、２－ヒドロキシヘキサン酸、２－ヒドロキシ－４－メチルペンタン酸、２－ヒドロ
キシ－２－シクロヘキシル酢酸（ヘキサヒドロマンデル酸）、２－ヒドロキシ－２－フェ
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ニル酢酸（マンデル酸）、２－ヒドロキシ－２－シクロペンチル酢酸及び２－ヒドロキシ
－２－シクロヘキシル酢酸のメチルエステル、エチルエステル、イソプロピルエステル、
ｎ－プロピルエステル、ｔｅｒｔ－ブチルエステル、ｎ－ブチルエステル及びｓｅｃ－ブ
チルエステル、並びにこれらのヒドロキシエステルのオリゴマー形態、すなわちｍ＞１で
ある式（ＩＩＩ）の化合物である。
【０１０２】
　２－ヒドロキシ酢酸、乳酸、２－ヒドロキシイソ酪酸のメチルエステル及びエチルエス
テル、並びにこれらのヒドロキシエステルのオリゴマー形態が選好される。ここで、メト
キシ基を有するアミノシランとの反応についてはメチルエステル、エトキシ基を有するア
ミノシランとの反応についてはエチルエステルが選好される。
【０１０３】
　乳酸メチル及び乳酸エチル並びにそれらのオリゴマー形態、特にＬ－乳酸メチル及びＬ
－乳酸エチルが選好される。Ｌ－乳酸エステルは再生可能な原材料である。Ｌ－乳酸エチ
ルが最も好ましい。
【０１０４】
　式（Ｉ）の末端基を有するポリマーを作製する方法では、少なくとも１種の式（ＩＶ）
のアミノシランが更に使用される。
【０１０５】
　好適な式（ＩＶ）のアミノシランは、特に第一級アミノ基を有するアミノシラン、特に
３－アミノプロピルトリエトキシシラン、３－アミノプロピルトリメトキシシラン、３－
アミノプロピルジエトキシメチルシラン、３－アミノプロピルジメトキシメチルシラン、
４－アミノブチルトリエトキシシラン、４－アミノブチルトリメトキシシラン、４－アミ
ノブチルジエトキシメチルシラン、４－アミノブチルジメトキシメチルシラン、４－アミ
ノ－３－メチルブチルトリエトキシシラン、４－アミノ－３－メチルブチルトリメトキシ
シラン、４－アミノ－３－メチルブチルジエトキシメチルシラン、４－アミノ－３－メチ
ルブチルジメトキシメチルシラン、４－アミノ－３，３－ジメチルブチルトリエトキシシ
ラン、４－アミノ－３，３－ジメチルブチルトリメトキシシラン、４－アミノ－３，３－
ジメチルブチルジエトキシメチルシラン、４－アミノ－３，３－ジメチルブチルジメトキ
シメチルシラン、アミノメチルトリエトキシシラン、アミノメチルトリメトキシシラン、
アミノメチルジエトキシメチルシラン及びアミノメチルジメトキシメチルシランである。
【０１０６】
　これらの中でも、３－アミノプロピルトリエトキシシラン、３－アミノプロピルトリメ
トキシシラン、３－アミノプロピルジエトキシメチルシラン、３－アミノプロピルジメト
キシメチルシラン、４－アミノ－３，３－ジメチルブチルトリエトキシシラン、４－アミ
ノ－３，３－ジメチルブチルトリメトキシシラン、４－アミノ－３，３－ジメチルブチル
ジエトキシメチルシラン及び４－アミノ－３，３－ジメチルブチルジメトキシメチルシラ
ンが選好される。
【０１０７】
　３－アミノプロピルトリエトキシシラン及び３－アミノプロピルトリメトキシシラン、
特に３－アミノプロピルトリエトキシシランが特に選好される。
【０１０８】
　更に好適な式（ＩＶ）のアミノシランは、第二級アミノ基を有するアミノシラン、特に
ビス（トリメトキシシリルプロピル）アミン、ビス（トリエトキシシリルプロピル）アミ
ン、Ｎ－メチル－３－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－メチル－３－アミノプロ
ピルトリエトキシシラン、Ｎ－（ｎ－ブチル）－３－アミノプロピルトリメトキシシラン
、Ｎ－（ｎ－ブチル）－３－アミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－エチル－３－アミ
ノ－２－メチルプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－エチル－３－アミノ－２－メチルプロ
ピルトリエトキシシラン、Ｎ－（３－トリメトキシシリルプロピル）アミノコハク酸ジエ
チル、Ｎ－（３－トリエトキシシリルプロピル）アミノコハク酸ジエチル、Ｎ－シクロヘ
キシルアミノメチルトリエトキシシラン及びＮ－シクロヘキシルアミノメチルトリメトキ
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シシランである。
【０１０９】
　式（Ｉ）の末端基を有するポリマーの作製では、ポリオールに加えて更なるアルコール
、特に低分子量の一価若しくは多価アルコール又は高分子モノオールを使用することも可
能である。この種のアルコールは例えば存在するイソシアネート基と反応させるために、
記載の作製方法においてポリオールに加えて使用するか、又はこの方法を行った後に添加
することができる。例えばイソシアネート基を変換するために、式（Ｉ）の末端基を有し
、イソシアネート基を更に含有するポリマーをエタノールと混ぜ合わせることが特に有利
であり得る。続いて、過剰なエタノールを蒸留によって除去することができる。
【０１１０】
　式（Ｉ）の末端基を有するポリマーは防湿により良好な保存安定性を有する。湿気と接
触すると式（Ｉ）の末端基が加水分解する。これによりシラノール基（Ｓｉ－ＯＨ基）が
形成され、その後の縮合反応によってシロキサン基（Ｓｉ－Ｏ－Ｓｉ基）が形成される。
【０１１１】
　存在する任意の更なる湿気反応性基、特にイソシアネート基は同様に存在する湿気と反
応する。これらの反応の結果としてポリマーが硬化し、架橋プラスチックが得られる。硬
化のための水は空気（空中湿分（air humidity））に由来するものであってもよく、又は
ポリマーを例えば散布、噴霧若しくは混入によって含水成分と接触させてもよい。硬化時
にシラノール基は例えばポリマーを塗布した基材中のヒドロキシル基と縮合し、その結果
として架橋過程での基材への接着の更なる改善が可能となる。
【０１１２】
　式（Ｉ）の末端基を有するポリマーは有利な特性を有する。このポリマーは、その硬化
性組成物としての更なる加工に有利な低い粘度を有する。このポリマーは非常に保存安定
性であり、長いオープンタイムと相まって湿気によって驚くほど急速に硬化するため、良
好な接着性を有する架橋材料が得られる。式（Ｉ）の末端基を有する室温で液体のポリマ
ーは室温で湿気によって硬化し、高い強度、高い伸展性及び非常に良好な熱安定性を有す
る弾性非粘着性材料をもたらす。９０℃又は１００℃等の高温では、この硬化ポリマーは
長期の曝露後であっても弾性を保つが、従来技術によるシラン基を含有する多くのポリマ
ーは僅か数日後に強度を失うか、又は更には潮解する。
【０１１３】
　式（Ｉ）の末端基を有する室温で固体のポリマーは未架橋状態で良好な熱安定性を有し
、これは粘度の任意の顕著な増大又はゲル化を生じることなく加熱溶融状態でしばらくの
間放置することができることを意味する。このポリマーは湿気によって架橋し、再加熱し
ても再び溶融することのない接合強度の高い材料をもたらす。
【０１１４】
　式（Ｉ）の末端基を有するポリマーは、少なくとも１種の更なる構成要素を含む硬化性
組成物の構成要素としての使用に特に好適である。
【０１１５】
　硬化性組成物は、室温で塗布可能な湿気硬化型組成物又はシラン基を含有するホットメ
ルト接着剤であるのが好ましい。
【０１１６】
　室温で塗布可能な湿気硬化型組成物は、式（Ｉ）の末端基を有する室温で液体のポリマ
ー及び少なくとも１種の更なる構成要素を含む。かかる組成物は、特に弾性接着剤及び／
又は弾性シーラント又は弾性コーティング剤として使用することができる。
【０１１７】
　かかる湿気硬化型組成物は、５重量％～９０重量％、特に１０重量％～６０重量％の式
（Ｉ）の末端基を有するポリマーの含有量を有するのが好ましい。好適な更なる構成要素
は、特に触媒、架橋剤、可塑剤、フィラー、顔料、溶媒、接着促進剤、乾燥剤、レオロジ
ー助剤（rheology aids）、及び安定剤である。
【０１１８】
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　かかる湿気硬化型組成物は、シラン基含有ポリマーの架橋を促進する少なくとも１種の
触媒を含むのが好ましい。この目的に特に適した触媒は、金属触媒及び／又は窒素化合物
である。
【０１１９】
　好適な金属触媒はチタン、ジルコニウム、アルミニウム及びスズの化合物、特に有機ス
ズ化合物、有機チタネート、有機ジルコネート及び有機アルミネートであり、ここで、こ
れらの金属触媒は、特にアルコキシ基、アミノアルコキシ基、スルホネート基、カルボキ
シル基、１，３－ジケトネート基、１，３－ケトエステレート（esterate）基、ジアルキ
ルホスフェート基及びジアルキルピロホスフェート基を有する。
【０１２０】
　特に好適な有機スズ化合物は、ジアルキルスズオキシド、ジアルキルスズジクロリド、
ジアルキルスズジカルボキシレート及びジアルキルスズジケトネート、特にジブチルスズ
オキシド、ジブチルスズジクロリド、ジブチルスズジアセテート、ジブチルスズジラウレ
ート、ジブチルスズジアセチルアセトネート、ジオクチルスズオキシド、ジオクチルスズ
ジクロリド、ジオクチルスズジアセテート、ジオクチルスズジラウレート及びジオクチル
スズジアセチルアセトネート並びに更にはアルキルスズチオエステルである。
【０１２１】
　特に好適な有機チタネートは以下の通りである：
　２つの１，３－ジケトネート配位子、特に２，４－ペンタンジオネート（＝アセチルア
セトネート）と、２つのアルコキシド配位子とを有するチタン（ＩＶ）錯体；
　２つの１，３－ケトエステレート配位子、特にエチルアセトアセテートと、２つのアル
コキシド配位子とを有するチタン（ＩＶ）錯体；
　１つ又は複数のアミノアルコキシド配位子、特にトリエタノールアミン又は２－（（２
－アミノエチル）アミノ）エタノールと、１つ又は複数のアルコキシド配位子とを有する
チタン（ＩＶ）錯体；
　４つのアルコキシド配位子を有するチタン（ＩＶ）錯体；及び、
　より高度に縮合した有機チタネート、特にポリブチルチタネートとも呼ばれる、オリゴ
マー型チタン（ＩＶ）テトラブトキシド；
ここで、好適なアルコキシド配位子は特にイソブトキシ、ｎ－ブトキシ、イソプロポキシ
、エトキシ及び２－エチルヘキソキシである。
【０１２２】
　とりわけ特に好適な有機チタネートは、ビス（エチルアセトアセタト）ジイソブトキシ
チタン（ＩＶ）、ビス（エチルアセトアセタト）ジイソプロポキシチタン（ＩＶ）、ビス
（アセチルアセトナト）ジイソプロポキシチタン（ＩＶ）、ビス（アセチルアセトナト）
ジイソブトキシチタン（ＩＶ）、トリス（オキシエチル）アミンイソプロポキシチタン（
ＩＶ）、ビス［トリス（オキシエチル）アミン］ジイソプロポキシチタン（ＩＶ）、ビス
（２－エチルヘキサン－１，３－ジオキシ）チタン（ＩＶ）、トリス［２－（（２－アミ
ノエチル）アミノ）エトキシ］エトキシチタン（ＩＶ）、ビス（ネオペンチル（ジアリル
）オキシ）ジエトキシチタン（ＩＶ）、チタン（ＩＶ）テトラブトキシド、テトラ（２－
エチルヘキシルオキシ）チタネート、テトラ（イソプロポキシ）チタネート及びポリブチ
ルチタネートである。
【０１２３】
　特に好適なものは以下の市販品である：Ｔｙｚｏｒ（商標）ＡＡ、ＧＢＡ、ＧＢＯ、Ａ
Ａ－７５、ＡＡ－６５、ＡＡ－１０５、ＤＣ、ＢＥＡＴ、ＢＴＰ、ＴＥ、ＴｎＢＴ、ＫＴ
Ｍ、ＴＯＴ、ＴＰＴ又はＩＢＡＹ（全てDorf Ketal製）；Ｔｙｔａｎ　ＰＢＴ、ＴＥＴ、
Ｘ８５、ＴＡＡ、ＥＴ、Ｓ２、Ｓ４又はＳ６（全てBorica Company Ltd.製）及びケンリ
アクト（Ｋｅｎ－Ｒｅａｃｔ）（登録商標）ＫＲ（商標）ＴＴＳ、７、９ＱＳ、１２、２
６Ｓ、３３ＤＳ、３８Ｓ、３９ＤＳ、４４、１３４Ｓ、１３８Ｓ、１３３ＤＳ、１５８Ｆ
Ｓ又はＬＩＣＡ（商標）４４（全てKenrich Petrochemicals製）。
【０１２４】
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　特に好適な有機ジルコネートは以下の市販品である：ケンリアクト（Ｋｅｎ－Ｒｅａｃ
ｔ）（登録商標）ＮＺ（商標）３８Ｊ、ＫＺ（商標）ＴＰＰＪ、ＫＺ（商標）ＴＰＰ、Ｎ
Ｚ（商標）０１、０９、１２、３８、４４又は９７（全てKenrich Petrochemicals製）及
びＳｎａｐｃｕｒｅ（商標）３０２０、３０３０、１０２０（全てJohnson Matthey & Br
andenberger製）。
【０１２５】
　特に好適な有機アルミネートは市販品のＫ－Ｋａｔ５２１８（King Industries製）で
ある。
【０１２６】
　触媒として好適な窒素化合物は特に以下のものである：アミン、例えば、特には、Ｎ－
エチルジイソプロピルアミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチルアルキレンジアミン、
ポリオキシアルキレンアミン、１，４－ジアザビシクロ［２．２．２］オクタン；アミノ
シラン、例えば、特には、３－アミノプロピルトリメトキシシラン、３－アミノプロピル
ジメトキシメチルシラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピルトリメトキシ
シラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピルメチルジメトキシシラン、Ｎ－
（２－アミノエチル）－Ｎ’－［３－（トリメトキシシリル）－プロピル］エチレンジア
ミン及びケイ素上にメトキシ基の代わりにエトキシ又はイソプロポキシを有するそれらの
類似体；アミジン、例えば、特には、１，８－ジアザビシクロ［５．４．０］ウンデカ－
７－エン（ＤＢＵ）、１，５－ジアザビシクロ［４．３．０］ノナ－５－エン（ＤＢＮ）
、６－ジブチルアミノ－１，８－ジアザビシクロ［５．４．０］ウンデカ－７－エン；グ
アニジン、例えば、特には、テトラメチルグアニジン、２－グアニジノベンズイミダゾー
ル、アセチルアセトングアニジン、１，３－ジ－ｏ－トリルグアニジン、２－ｔｅｒｔ－
ブチル－１，１，３，３－テトラメチルグアニジン；並びに、イミダゾール、例えば、特
には、Ｎ－（３－トリメトキシシリルプロピル）－４，５－ジヒドロイミダゾール及びＮ
－（３－トリエトキシシリルプロピル）－４，５－ジヒドロイミダゾール。
【０１２７】
　また、様々な触媒の組合せ、特に少なくとも１種の金属触媒と少なくとも１種の窒素化
合物との組合せが特に好適である。好ましい触媒は、有機スズ化合物、有機チタネート、
アミン、アミジン、グアニジン、及びイミダゾールである。有機チタネート及びアミジン
が特に選好される。
【０１２８】
　かかる湿気硬化型組成物の更に好適な構成要素は、特に以下の助剤及び添加剤である：
　接着促進剤及び／又は架橋剤、特に触媒として既に言及されるアミノシラン、第二級ア
ミノ基を有するアミノシラン、特にＮ－フェニル－、Ｎ－シクロヘキシル－及びＮ－アル
キル－アミノシラン等、更にメルカプトシラン、エポキシシラン、（メタ）アクリロイル
シラン、無水物シラン（anhydridosilanes）、カルバマトシラン、アルキルシラン及びイ
ミノシラン等のシラン、並びにオリゴマー形態のこれらのシラン、並びにエポキシシラン
又は（メタ）アクリロイルシラン又は無水物シランにより第一級アミノシランから形成さ
れる付加物。３－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、３－アミノプロピルトリメ
トキシシラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ
－（２－アミノエチル）－Ｎ’－［３－（トリメトキシシリル）プロピル］エチレンジア
ミン、３－メルカプトプロピルトリメトキシシラン、３－ウレイドプロピルトリメトキシ
シラン、及びメトキシ基に代えてエトキシ基を有する対応するシラン、並びにオリゴマー
形態のこれらのシランが特に好適である；
　可塑剤、特にカルボン酸エステル、例えばフタレート、特にジオクチルフタレート、ジ
イソノニルフタレート又はジイソデシルフタレート、アジペート、特にジオクチルアジペ
ート、アゼレート、セバケート、ポリオール、特にポリオキシアルキレンポリオール又は
ポリエステルポリオール、グリコールエーテル、グリコールエステル、有機リン酸エステ
ル及び有機スルホン酸エステル、ポリブテン、又は「バイオディーゼル」とも呼ばれる天
然油脂由来の脂肪酸メチル又はエチルエステル；
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　　　　溶媒；
　無機フィラー及び有機フィラー、特に任意に脂肪酸、特にステアリン酸で被覆された天
然の重質炭酸カルシウム若しくは軽質炭酸カルシウム、バライト（重晶石）、タルク、石
英粉、石英砂、ドロマイト、ウォラストナイト、カオリン、仮焼カオリン、マイカ（ケイ
酸カリウムアルミニウム）、分子篩、酸化アルミニウム、水酸化アルミニウム、水酸化マ
グネシウム、熱分解処理による微粉シリカを含むシリカ、工業生産されたカーボンブラッ
ク、グラファイト、アルミニウム、銅、鉄、銀、若しくは鋼等の金属粉、ＰＶＣ粉末又は
中空ビーズ；
　繊維、特にガラス繊維、炭素繊維、金属繊維、セラミック繊維、又はポリマー繊維、例
えばポリアミド繊維若しくはポリエチレン繊維；
　染料；
　顔料、特に二酸化チタン又は酸化鉄；
　乾燥剤、特にテトラエトキシシラン、ビニルトリメトキシシラン又はビニルトリエトキ
シシラン、及びシラン基に対してα位に官能基を有するオルガノアルコキシシラン、特に
Ｎ－（メチルジメトキシシリルメチル）－Ｏ－メチルカルバメート、（メタクリロイルオ
キシメチル）シラン、メトキシメチルシラン、オルトギ酸エステル、及びまた酸化カルシ
ウム又は分子篩；
　レオロジー調整剤、特に増粘剤、特にベントナイト等の層状ケイ酸塩、ヒマシ油の誘導
体、水添ヒマシ油、ポリアミド、ポリウレタン、尿素化合物、フュームドシリカ、セルロ
ースエーテル、及び疎水性修飾ポリオキシエチレン；
　酸化、熱、光、及び紫外線に対する安定剤；
　天然の樹脂、油脂、例えばロジン、シェラック、アマニ油、ヒマシ油、及びダイズ油；
　非反応性ポリマー、特には、特にエチレン、プロピレン、ブチレン、イソブチレン、イ
ソプレン、酢酸ビニル、及びアルキル（メタ）アクリレートを含む群からの不飽和モノマ
ーのホモポリマー又はコポリマー、特にポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）
、ポリイソブチレン、エチレン－酢酸ビニルコポリマー（ＥＶＡ）、及びアタクチックポ
リ－α－オレフィン（ＡＰＡＯ）等；
　難燃物質、特に既に言及される水酸化アルミニウム及び水酸化マグネシウムのフィラー
、また特に有機リン酸エステル、特にトリエチルホスフェート、トリクレジルホスフェー
ト、トリフェニルホスフェート、ジフェニルクレジルホスフェート、イソデシルジフェニ
ルホスフェート、トリス（１，３－ジクロロ－２－プロピル）ホスフェート、トリス（２
－クロロエチル）ホスフェート、トリス（２－エチルへキシル）ホスフェート、トリス（
クロロイソプロピル）ホスフェート、トリス（クロロプロピル）ホスフェート、イソプロ
ピル化トリフェニルホスフェート、種々のイソプロピル化レベルのモノ－、ビス－及びト
リス（イソプロピルフェニル）ホスフェート、レゾルシノールビス（ジフェニルホスフェ
ート）、ビスフェノールＡビス（ジフェニルホスフェート）、並びにポリリン酸アンモニ
ウム等；
　界面活性物質、特に湿潤剤、レベリング剤、脱気剤（deaerators）、又は消泡剤；
　殺生物剤、特に殺藻剤、殺菌剤、又は真菌の増殖を阻害する物質；並びに、
　湿気硬化型組成物に通常使用される更なる物質。それらを湿気硬化型組成物へと混合す
る前に化学的又は物理的に幾つかの構成要素を乾燥することが望ましい場合がある。
【０１２９】
　室温で塗布可能な湿気硬化型組成物は、式（Ｉ）の末端基を有するポリマーの他に、シ
ラン基含有オリゴマー又はポリマーを更に含んでもよい。
【０１３０】
　好ましい実施形態では、上記湿気硬化型組成物は有機スズ化合物を含まない。これは、
環境上の及び／又は毒性学的な理由で有利な場合がある。
【０１３１】
　好ましい実施形態では、上記湿気硬化型組成物は、その硬化中にメタノールを全く放出
しない。これは、環境上の及び／又は毒性学的な理由で有利な場合がある。
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【０１３２】
　室温で塗布可能な湿気硬化型組成物は防湿して作製し、保持するのが好ましい。通例、
組成物は、より特にはドラム、ポーチ又はカートリッジ等の好適なパッケージ又は設備内
で防湿して保存安定性である。
【０１３３】
　室温で塗布可能な上記湿気硬化型組成物は、一剤型組成物又は二剤型組成物の形態をと
ってもよい。
【０１３４】
　本明細書で「一剤型」組成物は、該組成物の全ての構成要素が同じ容器の混合物中に保
存され、湿気により硬化可能な組成物を指す。
【０１３５】
　本明細書で「二剤型」組成物は、該組成物の構成要素が別々の容器で保存される２つの
別々の成分で存在する組成物を指す。上記組成物の塗布の直前になってから又はその間に
、２つの成分が互いに混合されて、そしてその混合組成物が硬化し、湿気の作用によって
のみ硬化が進行するか、又は完了される。
【０１３６】
　少なくとも１種の固形物又は物品への組成物の塗布の際には、存在するシラン基及び存
在する任意の更なる湿気反応性基が湿気と接触し、組成物の硬化が生じる。硬化は温度、
接触の性質、湿気の量及び任意の触媒の存在に応じて異なる速度で進行する。空中湿分に
よる硬化の場合には、初めに皮膜が組成物の表面に形成される。いわゆるスキニング時間
が硬化速度の指標となる。
【０１３７】
　室温で塗布可能な湿気硬化型組成物は硬化状態で顕著な弾性特性、特に高い強度及び高
い伸展性、良好な熱安定性、並びに様々な基材への良好な接着性を有する。結果として、
この組成物は、特に建築用途及び工業用途の繊維複合材、ポッティング化合物、シーラン
ト、接着剤、被覆剤、コーティング剤又は塗料、例えば電気絶縁化合物、スパックリング
（spackling）化合物、目地材、溶接シーラント又はフランジシームシーラント、パーケ
ット接着剤、二次接着剤、車体接着剤、グレージング接着剤、サンドイッチエレメント接
着剤、床仕上げ材、床コーティング剤、バルコニーコーティング剤、屋根コーティング剤
、コンクリート保護コーティング剤、駐車場コーティング剤、並びに防食塗料、シール材
、塗料、ワニス及び下塗り剤（primer：プライマー）としての多くの使用に好適である。
【０１３８】
　組成物は、特に目地シーリング並びに建築用途及び工業用途における弾性接着接合用の
接着剤及び／又はシーラントとして特に好適である。
【０１３９】
　接着剤又はシーラントとしての使用については、組成物は構造粘性特性とともに粘稠性
（pasty consistency）を有するのが好ましい。かかる粘稠性シーラント又は接着剤は、
特に手動で若しくは圧縮空気を用いて操作される市販のカートリッジから、又は搬送ポン
プ若しくは押出機を用い、任意に塗布ロボットを用いてドラム若しくはバケツから基材に
塗布される。
【０１４０】
　２つの同一の又は２つの異なる基材を接合又はシーリングすることが可能である。
【０１４１】
　好適な基材は特に、
　ガラス、ガラスセラミック、コンクリート、モルタル、レンガ、タイル、石膏及び天然
岩、例えば、御影石又は大理石；
　金属及び合金、例えば、アルミニウム、鉄、鉄鋼及び非鉄金属、及びまた、表面仕上げ
された金属及び合金、例えば、亜鉛メッキ処理金属又はクロムメッキ処理金属；
　皮革、織物、紙、木材、樹脂、例えば、フェノール樹脂、メラミン樹脂又はエポキシ樹
脂によって結合された木質系材料、樹脂織物複合材及び更にポリマーコンポジット；
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　プラスチック、例えば、ポリ塩化ビニル（硬質及び軟質ＰＶＣ）、アクリロニトリル－
ブタジエン－スチレンコポリマー（ＡＢＳ）、ポリカーボネート（ＰＣ）、ポリアミド（
ＰＡ）、ポリエステル、ポリ（メタクリル酸メチル）（ＰＭＭＡ）、エポキシ樹脂、ポリ
ウレタン（ＰＵＲ）、ポリオキシメチレン（ＰＯＭ）、ポリオレフィン（ＰＯ）、ポリエ
チレン（ＰＥ）又はポリプロピレン（ＰＰ）、エチレン／プロピレンコポリマー（ＥＰＭ
）及びエチレン／プロピレン／ジエンターポリマー（ＥＰＤＭ）、及びまた繊維強化プラ
スチック、例えば、カーボンファイバー強化プラスチック（ＣＦＰ）、グラスファイバー
強化プラスチック（ＧＦＰ）及びシート成形コンパウンド（ＳＭＣ）、この場合、プラス
チックは好ましくはプラズマ、コロナ又はフレームを用いて表面処理されていてもよく；
　被覆基材、例えば、粉末被覆金属又は合金；
　塗料及びラッカー、特に自動車上塗り剤である。
【０１４２】
　基材は必要に応じて接着剤又はシーラントの塗布前に特に物理洗浄方法及び／又は化学
洗浄方法によって、又は接着促進剤、接着促進剤溶液若しくは下塗り剤の塗布によって前
処理してもよい。
【０１４３】
　２つの基材の接合又はシーリングにより、接合又はシーリングされた物品が得られる。
かかる物品は組立構造、特に建築工学若しくは土木工学の組立構造であっても、又は工業
製品若しくは消費財、特に窓、家庭電化製品、若しくはより特には自動車、バス、トラッ
ク、鉄道車両、船、航空機若しくはヘリコプター等の輸送手段であっても、又はその実装
可能なコンポーネントであってもよい。
【０１４４】
　室温で塗布可能な湿気硬化型組成物は良好な保存安定性及び加工性を有し、湿気により
非常に迅速に架橋して強度及び伸展性の高い弾性材料をもたらし、硬化状態で特に良好な
熱安定性を有する。
【０１４５】
　シラン基を含有するホットメルト接着剤は、特に式（Ｉ）の末端基を有する室温で固体
のポリマー及び少なくとも１種の更なる構成要素を含む。更に好適な構成要素は、特に以
下の助剤及び添加剤：
　更なる架橋型ポリマー、特にシラン基を有するポリマー及び／又はイソシアネート基を
有するポリマー；
　非反応性熱可塑性ポリマー、特に、エチレン、プロピレン、ブチレン、イソブチレン、
イソプレン、酢酸ビニル、及び（メタ）アクリル酸アルキル、特にポリエチレン（ＰＥ）
、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリイソブチレン、エチレン－酢酸ビニルコポリマー（ＥＶ
Ａ）、及びアタクチックポリ－α－オレフィン（ＡＰＡＯ）を含む群由来の不飽和モノマ
ーのホモポリマー又はコポリマー；更にポリエステル、ポリアクリレート、ポリメタクリ
レート、ポリアクリルアミド、ポリアクリロニトリル、ポリイミド、ポリアミド、ポリ塩
化ビニル、ポリシロキサン、ポリウレタン、ポリスチレン、及びそれらの組合せ、特にポ
リエーテルアミドコポリマー、スチレン－ブタジエン－スチレンコポリマー、スチレン－
イソプレン－スチレンコポリマー、スチレン－エチレン－ブチレン－スチレンコポリマー
、スチレン－エチレン－プロピレン－スチレンコポリマー；及びまた更にブチルゴム、ポ
リイソブチレン、及びそれらの組合せ、及びまたアスファルト、歴青、生ゴム、フッ化ゴ
ム、及びセルロース樹脂；
　粘着付与樹脂、特に、炭化水素樹脂、例えば、より特には、クマロン－インデン樹脂、
テルペン樹脂、フェノール改変テルペン樹脂、天然の、場合により改変された樹脂、例え
ば、より特には、ロジン、キリ油樹脂（tung resin）又はトール油樹脂、及びまたα－メ
チルスチレン樹脂及び乳酸ポリマー；
　可塑剤、特に、カルボン酸エステル、例えば、フタル酸エステル又はアジピン酸エステ
ル、ポリオール、有機リン酸エステル及びスルホン酸エステル又はポリブテン；
　架橋反応用触媒、特に、金属触媒及び／又は窒素含有化合物、より特には、有機スズ化
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合物、有機チタネート、アミン、アミジン、グアニジン、及びイミダゾール；
　酸化、熱、加水分解、光及び紫外線、殺生物剤、殺菌剤、及び難燃剤に対する安定剤；
　乾燥剤、特に、シラン基に対してα位に官能基を有する、テトラエトキシシラン、ビニ
ルトリメトキシシラン又はビニルトリエトキシシラン、及びオルガノアルコキシシラン、
より特には、Ｎ－（メチルジメトキシシリルメチル）－Ｏ－メチルカルバメート、（メタ
クリロイルオキシメチル）シラン、メトキシメチルシラン、オルトギ酸エステル、及びま
た酸化カルシウム又は分子篩；
　接着促進剤及び／又は架橋剤、特にシラン、例えば、アミノシラン、メルカプトシラン
、エポキシシラン、（メタ）アクリロイルシラン、無水物シラン、カルバマトシラン、ア
ルキルシラン、及びイミノシラン；
　無機フィラー及び有機フィラー、特に鉱物フィラー、分子篩、熱分解処理による微粉シ
リカを含むシリカ、工業生産されたカーボンブラック、グラファイト、金属粉、ＰＶＣ粉
末、又は中空ビーズ；
　染料；並びにまた、
反応性ホットメルト接着剤に通常使用される更なる物質である。
【０１４６】
　幾つかの構成要素を添加前に化学的又は物理的に乾燥させることが望ましい場合もある
。
【０１４７】
　シラン基を含有するホットメルト接着剤は、好ましくは式（Ｉ）の末端基を有する室温
で固体のポリウレタンポリマーの含量が５重量％～１００重量％、特に１５重量％～９５
重量％、より好ましくは３０重量％～９０重量％、最も好ましくは５０重量％～８０重量
％の範囲である。
【０１４８】
　シラン基を含有するホットメルト接着剤は、非反応性の熱可塑性ポリマー及び粘着付与
樹脂からなる群から選択される少なくとも１種の更なるポリマーを含むのが好ましい。
【０１４９】
　シラン基を含有するホットメルト接着剤は、好ましくはシラン基を含有する室温で固体
のポリウレタンポリマーを含むポリマーの含量が７０重量％～１００重量％、より好まし
くは８０重量％～１００重量％、特に９０重量％～１００重量％の範囲である。
【０１５０】
　シラン基を含有するホットメルト接着剤は、好ましい実施形態では有機スズ化合物を含
まない。これは環境上及び／又は毒性学的理由で有利であり得る。
【０１５１】
　シラン基を含有するホットメルト接着剤は、好適なパッケージ又は設備内で防湿して保
存安定性である。
【０１５２】
　湿気と接触するとシラン基は加水分解し、最終的に接着剤の架橋をもたらす。ホットメ
ルト接着剤がシラン基だけでなくイソシアネート基も含有する場合、これらは同様に湿気
と反応し、更に接着剤の架橋に寄与する。
【０１５３】
　シラン基を含有するホットメルト接着剤は液体状態で使用する場合、少なくとも１つの
基材に塗布される。この目的で、接着剤を少なくとも液体形態となる程度まで予め加熱す
る。接着剤は通例、８０℃～２００℃、特に１００℃～１８０℃の範囲の温度で塗布され
る。
【０１５４】
　加工時に未架橋接着剤は良好な熱安定性を有する。これは接着剤を、その粘度の過剰な
上昇、特にゲル化なしに、臭気発生（odor immissions）が生じることなく適切な塗布に
十分な期間、特に最大で数時間にわたって熱い液体の状態で放置することができることに
よって示される。
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【０１５５】
　塗布された接着剤は有利に第２の基材と合わせることで、冷却の結果として過剰に固化
する前に接合をもたらす。
【０１５６】
　冷却の結果としての接着剤の固化は、非常に急速な強度の増大及び高い初期接合強度を
もたらす。この接着剤の物理的硬化に加えて、固化後であっても上記のように湿気の結果
としてシラン基及び任意のイソシアネート基を介した架橋が接着剤中に生じる。この化学
的架橋は、塗布温度まで再加熱しても再度溶融することのない最終的に硬化した架橋接着
剤をもたらす。
【０１５７】
　シラン基を含有するホットメルト接着剤を用いて接合することができる好適な基材は、
特に既に述べた基材である。好ましい基材はプラスチック、織物、皮革、木材、木質系材
料、ポリマー複合材、紙、金属、塗料及びラッカーである。
【０１５８】
　基材は接着剤の塗布前に例えば物理洗浄操作及び／又は化学洗浄操作、又は接着促進剤
、接着促進剤溶液若しくは下塗り剤の塗布によって前処理したものであってもよい。
【０１５９】
　２つの同一の基材又は２つの異なる基材を接合することが可能である。接着剤を２つの
基材の一方に塗布し、他方と合わせることで接合しても、又は両方の基材に塗布して接合
してもよい。
【０１６０】
　２つの異なる基材の接合が選好される。
【０１６１】
　シラン基を含有するホットメルト接着剤は特に、建築用途及び工業用途で特に積層用接
着剤、ラミネート用接着剤、包装用接着剤、織物用接着剤又は木材用接着剤として使用す
ることができる。このホットメルト接着剤は接合部位が目に見える接合、特に例えば自動
車及び窓構造中のガラスの接合、並びに透明包装の接合に特に好適である。
【０１６２】
　シラン基を含有するホットメルト接着剤の使用によって物品が得られる。
【０１６３】
　好ましい物品はより特には天井張り、サンスクリーン、ダッシュボード、ドア側部、リ
ヤシェルフ等の自動車内装部品、シャワー及び浴室部門の木質繊維材料、装飾家具用フィ
ルム、より特には綿等の織物を含むメンブレンフィルム、衣料品部門のポリエステルフィ
ルム、自動車仕上げ用の織物及び発泡体から作製される複合材、並びに透明包装である。
【０１６４】
　式（Ｉ）の末端基を有する室温で固体のポリマーを含むシラン基を含有するホットメル
ト接着剤は多数の利点を有する。このホットメルト接着剤は、用いられる化学量論による
とモノマーイソシアネートの含量が低いか又はゼロであるため、低い危険分類を可能にす
る。このホットメルト接着剤は好適な包装内で保存安定性である。このホットメルト接着
剤は８０℃～２００℃、特に１００℃～１８０℃の範囲の温度まで加熱しても塗布可能性
が良好な粘度を有し、熱い液体の状態で良好な安定性を有する。この接着剤は室温でも湿
気の影響下で架橋し、プロセス中に気泡を形成せず、環境への影響に関して優れた接着及
び良好な安定性を有する視覚的及び機械的に高品質な接着接合をもたらす。
【実施例】
【０１６５】
　詳細に説明された本発明を解説する意図で以下に実施例を詳述する。本発明は、これら
の記載される実施例に限定されないことが理解されよう。
【０１６６】
　「標準的な気候条件」は、温度２３±１℃、及び相対空気湿度５０±５％を意味すると
理解される。「ＳＣＣ」は、標準的な気候条件を表す。
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【０１６７】
　１Ｈ　ＮＭＲスペクトルはＢｒｕｋｅｒ　Ａｓｃｅｎｄ　４００分光計で４００．１４
ＭＨｚ、ＣＤＣｌ３中で測定した。化学シフトδはテトラメチルシラン（ＴＭＳ）に対す
るｐｐｍで報告する。結合定数ＪはＨｚで報告する。
【０１６８】
　赤外線スペクトル（ＦＴ－ＩＲ）は、Thermo Scientific製のダイヤモンド結晶を有す
る水平ＡＴＲ測定ユニットを備えるＮｉｃｏｌｅｔ　ｉＳ５　ＦＴ－ＩＲシステムで未希
釈フィルムとして測定した。吸収バンドは波数（ｃｍ－１）で報告する（測定窓：４００
０ｃｍ－１～６５０ｃｍ－１）。「ｓｈ」の付加はショルダーとして現れるバンドを示す
。
【０１６９】
　ガスクロマトグラム（ＧＣ）は６０℃～３２０℃の温度範囲、３０℃／分の加熱速度、
及び３２０℃で１５分間の滞留時間で測定した。インジェクター温度は２００℃とした。
検出は水素炎イオン化（ＦＩＤ）を用いて達成し、シグナルを面積百分率法によって評価
した。
【０１７０】
　２０℃での粘度は、サーモスタット制御されたＲｈｅｏｔｅｃ　ＲＣ３０コーンプレー
ト粘度計（コーン直径５０ｍｍ、コーン角１度、コーンチップ－プレート距離０．０５ｍ
ｍ、剪断速度１０ｓ－１）で測定した。
【０１７１】
　１６０℃での粘度は、サーモスタット制御されたＲｈｅｏｔｅｃ　ＲＣ３０プレート－
プレート粘度計（プレート直径２５ｍｍ、距離１ｍｍ、剪断速度１０ｓ－１）で測定した
。
【０１７２】
１．ヒドロキシシランの調製
ヒドロキシシランＨＳ－１ａ：Ｎ－（３－トリエトキシシリルプロピル）－２－ヒドロキ
シプロパンアミド
　丸底フラスコ内で３６．００ｇ（１６２．６ｍｍｏｌ）の３－アミノプロピルトリエト
キシシラン、１２．０７ｇ（８３．７ｍｍｏｌ）のＬ－ラクチド及び０．１５ｇのビニル
トリエトキシシランを窒素雰囲気下、８０℃で３時間、ＩＲ分光法により反応がそれ以上
進行しないことが見出されるまで撹拌した。粗生成物を６０℃及び約１０ｍｂａｒで１５
分間後処理した。理論ＯＨ当量が２９３．４ｇ／ｅｑの液体生成物が得られた。
ＦＴ－ＩＲ：３４０６ｓｈ（Ｏ－Ｈ）、３３２２（Ｎ－Ｈアミド）、２９７４、２９２８
、２８８５、２７３６、１７４１（Ｃ＝Ｏエステル）、１６５１（Ｃ＝Ｏアミド）、１５
３５（Ｃ＝Ｏアミド）、１４８２、１４４４、１４１１、１３９０、１３６５、１２７９
、１１９２、１１６５、１１００、１０７３、９９６、９５４、８８６、８６３、７７５
、６７８。
１Ｈ　ＮＭＲ：δ６．６９（ｓ，１Ｈ，Ｏ＝Ｃ－ＮＨ）、４．２１（ｑ，１Ｈ，（Ｒ）３

ＣＨ，Ｊ＝６．８）、３．８２（ｑ，６Ｈ，Ｓｉ－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ３，Ｊ＝７．０）、
３．２８（ｍ，２Ｈ，ＮＨ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｓｉ）、１．６５（ｍ，２Ｈ，Ｎ
Ｈ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｓｉ）、１．４２（ｄ，３Ｈ，ＣＨ３－ＣＨ（Ｒ）２，Ｊ
＝６．８）、１．２３（ｔ，９Ｈ，Ｓｉ－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ３，Ｊ＝７．０）、０．６５
（ｔ，２Ｈ，ＮＨ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｓｉ，Ｊ＝８．１）。
ＧＣ（調製３日後）：９６．２％のＮ－（３－トリエトキシシリルプロピル）－２－ヒド
ロキシプロパンアミド、１．７％の３－アミノプロピルトリエトキシシラン及び２．１％
の乳酸エチル。
ＧＣ（調製６週間後）：９５．８％のＮ－（３－トリエトキシシリルプロピル）－２－ヒ
ドロキシプロパンアミド、１．３％の３－アミノプロピルトリエトキシシラン及び２．９
％の乳酸エチル。
【０１７３】
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ヒドロキシシランＨＳ－１ｂ：Ｎ－（３－トリエトキシシリルプロピル）－２－ヒドロキ
シプロパンアミド
　丸底フラスコ内で１４．０１ｇ（１１８．６ｍｍｏｌ）の乳酸エチル、１０．００ｇの
エタノール及び０．１５ｇのビニルトリエトキシシランを窒素雰囲気下、６０℃で１０分
間撹拌した。次いで、２５．００ｇ（１１２．９ｍｍｏｌ）の３－アミノプロピルトリエ
トキシシラン及び０．２０ｇのＴｙｔａｎ（商標）　ＴＡＡ（チタンアセチルアセトネー
ト；Borica Company Ltd製）を添加し、混合物を還流、１００℃で５時間、ＩＲ分光法に
より反応がそれ以上進行しないことが見出されるまで撹拌した。粗生成物を８０℃及び約
１０ｍｂａｒで３０分間後処理した。理論ＯＨ当量が２９３．４ｇ／ｅｑの液体生成物が
得られた。
ＧＣ（調製３日後）：８０．４％のＮ－（３－トリエトキシシリルプロピル）－２－ヒド
ロキシプロパンアミド、１９．６％の３－アミノプロピルトリエトキシシラン及び０．１
％未満の乳酸エチル。
【０１７４】
ヒドロキシシランＨＳ－２ａ：Ｎ－（３－トリメトキシシリルプロピル）－２－ヒドロキ
シプロパンアミド
　丸底フラスコ内で１６．２１ｇ（９０．４ｍｍｏｌ）の３－アミノプロピルトリメトキ
シシラン、６．２０ｇ（４３．０５ｍｍｏｌ）のＬ－ラクチド及び０．１０ｇのビニルト
リメトキシシランを窒素雰囲気下、６０℃で数分間、全ての固体が溶解するまで撹拌した
。次いで、混合物を窒素下、２３℃で４８時間静置した。ＩＲ分光法によると反応は完了
した。理論ＯＨ当量が２５１．４ｇ／ｅｑの液体生成物が得られた。
ＦＴ－ＩＲ：３４１０ｓｈ（Ｏ－Ｈ）、３３４９（Ｎ－Ｈアミド）、２９６９、２９４０
、２８４１、１７４６（Ｃ＝Ｏエステル）、１６５１（Ｃ＝Ｏアミド）、１５３２（Ｃ＝
Ｏアミド）、１４４６、１４１２、１３６７、１３４７、１３１１、１２７９、１１９１
、１０８０、１０３８、９６３、８８４、８６４、８０８、７７６ｓｈ、６７７。
【０１７５】
ヒドロキシシランＨＳ－２ｂ：Ｎ－（３－トリメトキシシリルプロピル）－２－ヒドロキ
シプロパンアミド
　丸底フラスコ内で１２．３４ｇ（１１８．６ｍｍｏｌ）のＬ－乳酸メチル、１０．００
ｇのメタノール及び０．１５ｇのビニルトリメトキシシランを窒素雰囲気下、６０℃で１
０分間撹拌した。次いで、２０．２５ｇ（１１２．９ｍｍｏｌ）の３－アミノプロピルト
リメトキシシラン及び０．２０ｇのＴｙｔａｎ（商標）　ＴＡＡを添加し、混合物を還流
、９０℃で６時間、ＩＲ分光法により反応がそれ以上進行しないことが見出されるまで撹
拌した。粗生成物を６０℃及び約３０ｍｂａｒで３０分間後処理した。理論ＯＨ当量が２
５１．４ｇ／ｅｑの液体生成物が得られた。
【０１７６】
ヒドロキシシランＨＳ－３：Ｎ－（３－トリエトキシシリルプロピル）－２－ヒドロキシ
アセトアミド
　丸底フラスコ内で２１．２９ｇ（９６．２ｍｍｏｌ）の３－アミノプロピルトリエトキ
シシラン、５．４７ｇ（４７．１ｍｍｏｌ）の１，４－ジオキサン－２，５－ジオン及び
０．１０ｇのビニルトリエトキシシランを窒素雰囲気下、１００℃で２時間、ＩＲ分光法
により反応がそれ以上進行しないことが見出されるまで撹拌した。粗生成物を４０℃及び
約３０ｍｂａｒで１０分間後処理した。理論ＯＨ当量が２７９．４ｇ／ｅｑの液体生成物
が得られた。
ＦＴ－ＩＲ：３４１８ｓｈ（Ｏ－Ｈ）、３３２６（Ｎ－Ｈアミド）、２９７３、２９２７
、２８８５、２７３５、１７５６（Ｃ＝Ｏエステル）、１６５５（Ｃ＝Ｏアミド）、１５
３６（Ｃ＝Ｏアミド）、１４８２、１４４３、１４１１、１３９０、１３６６、１３５０
、１２９３、１１９２、１１６５、１１００、１０７２、９５３、８８０、８４９、７７
２、６８０。
【０１７７】
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ヒドロキシシランＨＳ－４：Ｎ－（３－トリメトキシシリルプロピル）－２－ヒドロキシ
アセトアミド
　丸底フラスコ内で１６．２１ｇ（９０．４ｍｍｏｌ）の３－アミノプロピルトリメトキ
シシラン、５．１４ｇ（４４．３ｍｍｏｌ）の１，４－ジオキサン－２，５－ジオン及び
０．１０ｇのビニルトリメトキシシランを１００℃、窒素雰囲気下で２時間、ＩＲ分光法
により反応がそれ以上進行しないことが見出されるまで撹拌した。粗生成物を４０℃及び
約５０ｍｂａｒで１０分間後処理した。理論ＯＨ当量が２３７．３ｇ／ｅｑの液体生成物
が得られた。
ＦＴ－ＩＲ：３４１４ｓｈ（Ｏ－Ｈ）、３３０８（Ｎ－Ｈアミド）、２９４１、２８４１
、１７５７（Ｃ＝Ｏエステル）、１６５２（Ｃ＝Ｏアミド）、１５３３（Ｃ＝Ｏアミド）
、１４４４、１４１２、１３５０、１２８１、１１９１、１０７６、８９２、８０８、７
７１、６７９。
【０１７８】
ヒドロキシシランＨＳ－５：Ｎ－（３－トリエトキシシリルプロピル）－２－ヒドロキシ
－２－メチルプロパンアミド
　丸底フラスコ内で１５．６７ｇ（１１８．６ｍｍｏｌ）のエチル２－ヒドロキシイソブ
チレート及び０．１５ｇのビニルトリエトキシシランを窒素雰囲気下、６０℃で１０分間
撹拌した。次いで、２５．００ｇ（１１２．９ｍｍｏｌ）の３－アミノプロピルトリエト
キシシラン及び０．２０ｇのＴｙｔａｎ（商標）　ＴＡＡを添加し、混合物を１３０℃で
６時間、ＩＲ分光法により反応がそれ以上進行しないことが見出されるまで撹拌した。粗
生成物を８０℃及び約１０ｍｂａｒで３０分間後処理した。理論ＯＨ当量が３０７．５ｇ
／ｅｑの液体生成物が得られた。
ＦＴ－ＩＲ：３４１４ｓｈ（Ｏ－Ｈ）、３３４９（Ｎ－Ｈアミド）、２９７３、２９２６
、２８８１、２７３５ｓｈ、１７２７（Ｃ＝Ｏエステル）、１６４９（Ｃ＝Ｏアミド）、
１６０５ｓｈ、１５３３（Ｃ＝Ｏアミド）、１４６５、１４４６、１３９０、１３５９、
１３４４、１２８０、１２４０、１１６３、１１０１、１０７７、９９３、９５３、８４
２、７７７、６７９。
【０１７９】
ヒドロキシシランＨＳ－６：Ｎ－（３－トリメトキシシリルプロピル）－２－ヒドロキシ
－２－メチルプロパンアミド
　丸底フラスコ内で１４．００ｇ（１１８．６ｍｍｏｌ）のメチル２－ヒドロキシイソブ
チレート及び０．１５ｇのビニルトリメトキシシランを窒素雰囲気下、６０℃で１０分間
撹拌した。次いで、２０．２５ｇ（１１２．９ｍｍｏｌ）の３－アミノプロピルトリメト
キシシラン及び０．２０ｇのＴｙｔａｎ（商標）　ＴＡＡを添加し、混合物を１１０℃で
５時間、ＩＲ分光法により反応がそれ以上進行しないことが見出されるまで撹拌した。粗
生成物を６０℃及び約３０ｍｂａｒで３０分間後処理した。理論ＯＨ当量が２６５．４ｇ
／ｅｑの液体生成物が得られた。
ＦＴ－ＩＲ：３４１０ｓｈ（Ｏ－Ｈ）、３３５３（Ｎ－Ｈアミド）、２９６９、２９４０
、２８４０、１７４６（Ｃ＝Ｏエステル）、１６５０（Ｃ＝Ｏアミド）、１６０９ｓｈ、
１５３１（Ｃ＝Ｏアミド）、１４６４、１４１１、１３６８、１２８０、１１８８、１０
７８、１０１９、９６９、９３６、９０９、８５４、８０４、６７８。
【０１８０】
２．イソシアネート基を有するポリウレタンポリマーの調製
ポリマーＮＣＯ－１：
　防湿しながら、１０００ｇのアクレーム（Ａｃｃｌａｉｍ）（登録商標）１２２００ポ
リオール（Bayer製の低不飽和度のポリオキシプロピレンジオール、ＯＨ価１１．０ｍｇ
　ＫＯＨ／ｇ）、４３．６ｇのイソホロンジイソシアネート（ベスタナット（Ｖｅｓｔａ
ｎａｔ）（登録商標）ＩＰＤＩ、Evonik製）、１２６．４ｇのフタル酸ジイソデシル（Ｄ
ＩＤＰ）及び０．１ｇのビスマストリス（ネオデカノエート）（ＤＩＤＰ中、１０重量％
）を絶えず撹拌しながら９０℃で加熱し、滴定法により求められる遊離イソシアネート基
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の含量が０．６３重量％と安定した値に達するまでこの温度のまま放置した。生成物を室
温まで冷却し、防湿して保存した。調製の翌日に、この生成物の粘度は２０℃で３１Ｐａ
・ｓであった。
【０１８１】
ポリマーＮＣＯ－２：
　防湿しながら、１０００ｇのアクレーム（Ａｃｃｌａｉｍ）（登録商標）１２２００ポ
リオール（Bayer製の低不飽和度のポリオキシプロピレンジオール、ＯＨ価１１．０ｍｇ
　ＫＯＨ／ｇ）、３４．２ｇのトリレン２，４－ジイソシアネート（デスモダル（Ｄｅｓ
ｍｏｄｕｒ）（登録商標）Ｔ－１００、Bayer製）、１２６．４ｇのフタル酸ジイソデシ
ル（ＤＩＤＰ）及び０．１ｇのビスマストリス（ネオデカノエート）（ＤＩＤＰ中、１０
重量％）を絶えず撹拌しながら９０℃で加熱し、滴定法により求められる遊離イソシアネ
ート基の含量が０．６５重量％と安定した値に達するまでこの温度のまま放置した。生成
物を室温まで冷却し、防湿して保存した。調製の翌日に、この生成物の粘度は２０℃で３
５Ｐａ・ｓであった。
【０１８２】
ポリマーＮＣＯ－３：
　１２００．０ｇの室温で固体の非晶質ポリエステルジオール（ダイナコル（Ｄｙｎａｃ
ｏｌｌ）（登録商標）　７１５０、Evonik製；ＯＨ価４３ｍｇ　ＫＯＨ／ｇ）と１２００
．０ｇのポリエステルジオール（ダイナコル（Ｄｙｎａｃｏｌｌ）（登録商標）　７２５
０、Evonik製；ＯＨ価２２ｍｇ　ＫＯＨ／ｇ）との混合物を１２０℃、減圧下で２時間乾
燥させ、脱気した後、３４８．４ｇのジフェニルメタン４，４’－ジイソシアネート（デ
スモダル（Ｄｅｓｍｏｄｕｒ）（登録商標）　４４　ＭＣ　Ｌ、Bayer製）を添加し、混
合物を１３０℃、減圧下で２時間撹拌した後、冷却し、防湿して保存した。得られるポリ
ウレタンポリマーは室温で固体であり、滴定法により求められる遊離イソシアネート基の
含量は２．１５重量％であった。
【０１８３】
３．イソシアナトシランの調製
イソシアナトシランＩＳ－１：
　丸底フラスコ内で８．００ｇ（２７．３ｍｍｏｌ）のヒドロキシシランＨＳ－１ａ、６
．０６ｇ（２７．３ｍｍｏｌ）のイソホロンジイソシアネート（ベスタナット（Ｖｅｓｔ
ａｎａｔ）（登録商標）　ＩＰＤＩ、Evonik製）及び０．０３ｇのビスマストリス（ネオ
デカノエート）（ＤＩＤＰ中、１０重量％）を窒素雰囲気下、８０℃で４時間撹拌した後
、室温で４日間防湿して保存した。滴定法により求められる遊離イソシアネート基の含量
が８．２重量％の高粘度生成物が得られた。
ＦＴ－ＩＲ：３４３６ｓｈ、３３１２（Ｎ－Ｈアミド）、３０９０、２９７３、２９２７
、２８９４、２２５４（Ｎ＝Ｃ＝Ｏ）、１７０４（Ｃ＝Ｏウレタン）、１６６１（Ｃ＝Ｏ
アミド）、１５３２（Ｃ＝Ｏアミド）、１４６２、１４４５、１４１１、１３８８、１３
６５、１３０３、１２３７、１１９４、１１６４、１１０２、１０７５、９５５、９０４
、８５７、７７３。
【０１８４】
イソシアナトシランＩＳ－２：
　丸底フラスコ内で８．００ｇ（２７．３ｍｍｏｌ）のヒドロキシシランＨＳ－１ａ、４
．７４ｇ（２７．３ｍｍｏｌ）のトリレン２，４－ジイソシアネート（デスモダル（Ｄｅ
ｓｍｏｄｕｒ）（登録商標）　Ｔ－１００、Bayer製）を窒素雰囲気下、８０℃で４時間
撹拌した後、室温で４日間防湿して保存した。滴定法により求められる遊離イソシアネー
ト基の含量が６．５重量％の非常に高粘度の生成物が得られた。
ＦＴ－ＩＲ：３４２７ｓｈ、３２９５（Ｎ－Ｈアミド）、３０９９、２９７４、２９２７
、２８８５、２２６７（Ｎ＝Ｃ＝Ｏ）、１７３２（Ｃ＝Ｏウレタン）、１６５８（Ｃ＝Ｏ
アミド）、１６１７、１５９６、１５３７（Ｃ＝Ｏアミド）、１４４５、１４１３、１３
８７、１３６７、１３０６、１２７６、１２２１、１１６５、１０９９、１０７４、９９
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５、９５３、８７４、７６７、７０３、６７７。
【０１８５】
４．式（Ｉ）の末端基を有するポリマーの調製
ポリマーＳＰ－１～ＳＰ－８（室温で液体）
　各々のポリマーについて、１００重量部のポリマーＮＣＯ－１を表１に指定のヒドロキ
シシランと指定の量（ＯＨ／ＮＣＯ＝１．１０）で混合した。混合物を窒素雰囲気下、７
０℃でＩＲ分光法によりイソシアネート基がそれ以上検出されなくなるまで撹拌した（約
２時間）。続いて反応混合物を冷却し、防湿して保存した。いずれの場合にも粘度を調製
の翌日に２０℃の温度で測定した。得られるポリマーの特性を表１に報告する。
【０１８６】
【表１】

【０１８７】
ポリマーＳＰ－９：（室温で液体）
　１００．００ｇのポリマーＮＣＯ－２を、４．９９ｇのヒドロキシシランＨＳ－１ａと
混合した。この混合物を窒素雰囲気下、６０℃でＩＲ分光法によりイソシアネート基がそ
れ以上検出されなくなるまで撹拌した（約２時間）。続いて反応混合物を冷却し、防湿し
て保存した。
【０１８８】
　調製の翌日に粘度は２０℃で１０６Ｐａ・ｓであった。
【０１８９】
ポリマーＳＰ－１０：（室温で液体）
　１００．０ｇ（２０ｍｍｏｌ　ＯＨ）のアクレーム（Ａｃｃｌａｉｍ）（登録商標）　
１２２００ポリオール（低不飽和度のポリオキシプロピレンジオール、Bayer製；ＯＨ価
１１．０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇ）と１２．２５ｇのフタル酸ジイソデシルとの予め乾燥させた
混合物に、１０．８３ｇのイソシアナトシランＩＳ－１及び０．１５ｇのビスマストリス
（ネオデカノエート）（ＤＩＤＰ中、１０重量％）を添加した。この混合物を窒素雰囲気
下、８０℃でＩＲ分光法によりイソシアネートバンドの更なる変化が検出されなくなるま
で撹拌した（約２時間）。次いで、０．３０ｇの無水エタノールを添加し、混合物を７０
℃で５分間撹拌し、８０℃、減圧下で１５分間脱気した。その後、ＩＲ分光法によりイソ
シアネート基はそれ以上検出されなかった。
【０１９０】
　調製の翌日に粘度は２０℃で１２８Ｐａ・ｓであった。
【０１９１】
ポリマーＳＰ－１１：（室温で液体）
　ポリマーＳＰ－１１は、イソシアナトシランＩＳ－１ではなく９．８２ｇのイソシアナ
トシランＩＳ－２を使用した以外はポリマーＳＰ－１０と同様に調製した。
【０１９２】
　調製の翌日に粘度は２０℃で４６Ｐａ・ｓであった。
【０１９３】
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　１００．０ｇの溶融ポリマーＮＣＯ－３に、１７．２８ｇのヒドロキシシランＨＳ－１
ａを添加した。この混合物を窒素雰囲気下、１２０℃でＩＲ分光法によりイソシアネート
基がそれ以上検出されなくなるまで撹拌した（約２時間）。続いて反応混合物を冷却し、
防湿して保存した。
【０１９４】
　調製の翌日に粘度は１６０℃で３５Ｐａ・ｓであった。
【０１９５】
５．室温で塗布可能な湿気硬化型組成物の作製
組成物Ｚ－１～Ｚ－１２
　各々の組成物について、指定の量（重量部）の表２又は表３に指定の成分を真空ミキサ
ー内、５０℃で防湿して３０分間加工し、均一なペーストを得て、保存した。各組成物を
以下の通り試験した：
スキニング時間を求めるため、数グラムの上記組成物を約２ｍｍの層厚さで厚紙に塗布し
、標準的な気候条件下で上記組成物の表面をＬＤＰＥ製のピペットで優しく叩いた場合に
ピペットに最初に残留物がなくなるまでの時間を求めた。
【０１９６】
　機械的特性を求めるため、上記組成物をＰＴＦＥ被覆フィルムにキャストして２ｍｍの
厚さのフィルムを得て、これを標準的な気候条件の下で２週間保存し、バーの長さ３０ｍ
ｍ及びバーの幅４ｍｍを有する長さ７５ｍｍの幾つかのダンベルを該フィルムから打ち抜
き、これらを引張強度（破断力）、破断伸び及び弾性率（０．５％～５０％伸長における
弾性率）について引張速度２００ｍｍ／分でＤＩＮ　ＥＮ　５３５０４に従って試験した
。
【０１９７】
　標準的な気候条件の下で１４日間に亘って硬化した試験片についてＤＩＮ　５３５０５
に従いショアＡ硬度を求めた。
【０１９８】
　これらの結果には「ＳＣＣ：」を付する。
【０１９９】
　熱安定性の基準として、標準的な気候条件下で２週間後、幾つかのダンベル及びショア
Ａの試験片を１００℃で４週間に亘り空気循環式オーブンで更に保存した後、引張強度、
破断伸び及び弾性率、又はショアＡ硬度について同じ方法で試験した。これらの結果には
「１００℃：」を付する。
【０２００】
　上記結果を表２及び表３に報告する。
【０２０１】
　チキソトロピーペーストを、初めに真空ミキサーに３００ｇのフタル酸ジイソデシル及
び４８ｇのジフェニルメタン４，４’－ジイソシアネート（デスモダル（Ｄｅｓｍｏｄｕ
ｒ）（登録商標）　４４　ＭＣ　Ｌ；Bayer製）を充填し、穏やかに加熱した後、２７ｇ
のモノブチルアミンを激しく撹拌しながらゆっくりと滴加することによって作製した。得
られたペーストを減圧下で撹拌し続け、１時間冷却した。
【０２０２】
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【表３】

【０２０４】
６．ホットメルト接着剤の作製
ホットメルト接着剤Ｋ－１：
　１４０℃で溶融した１００．００ｇのポリマーＳＰ－１２に、０．０２ｇのジブチルス
ズジラウレートを添加した。得られたホットメルト接着剤を防湿して保存した。
【０２０５】
　機械的特性を決定するために、ホットメルト接着剤を加熱可能なプレスにおいて２つの
ＰＴＦＥ被覆フィルム間でプレスして厚さ１ｍｍのフィルムを得て、冷却し、ＰＴＦＥ被
覆フィルムを取り出し、フィルムをＳＣＣ下で１０日間保存した。その後、長さ７５ｍｍ
、バー長３０ｍｍ、バー幅４ｍｍのダンベル状試験片をフィルムから打ち抜き、ＤＩＮ　
ＥＮ　５３５０４に従う２００ｍｍ／分の引張速度での引張強度（破断力）、破断伸び及
び弾性率（指定の伸長範囲内）の決定に用いた。結果を表４に報告する。
【０２０６】
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